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       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これから令和

３年第３回美幌町議会定例会第３日目の会議

を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定により、６番伊藤伸司さん、７番馬場博

美さんを指名します。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行いま

す。 

 諸般の報告については、事務局長から報告

させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を申

し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については省略させていただきます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規定

に基づく出席説明員につきましては、第１日

目と同様でありますので、御了承願います。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質問

を行います。 

 昨日に引き続き、通告順により発言を許し

ます。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君）〔登壇〕 私は、ご

み処理対策について通告してございますので、

３項目について、順次質問をいたしたいと思

います。 

 まず１点目は、第Ⅲ期埋立処分場の使用期

間が短くなった要因と今後の対策についてで

あります。 

 令和２年１２月の総務文教厚生常任委員会

におきまして、第Ⅲ期埋立処分場残余容量調

査結果が示されました。 

 当初、平成２４年４月から１５年間使用す

る計画で整備されておりましたが、幸いにも、

第Ⅱ期処分場の延命化が図られ、結果として

３年６か月の遅れ、平成２７年１０月、２０

１５年に稼働しました。 

 今回の調査では、残余埋立てスペースから

試算すると、残り３年４か月後の令和６年２

月、２０２３年に満杯となる見込みでありま

す。 

 計画年度より遅れて使用を開始した２０１

５年１０月を起点とした場合、実質的に６年

も早く満杯となる状況であります。 

 第Ⅱ期まではごみの減量化等により延命化

ができ、予定より長く使えるという成果を得

られましたが、今回の調査により、埋立てご

みの量が増えた原因をどのように分析された

のか。直近５年間の町民１人当たりのごみの

排出量及び年間処理経費の状況をお尋ねしま

す。 

 また、今回の調査結果により、第Ⅳ期埋立

処分場整備計画に今後どのように取り組まれ

るのかをお伺いします。 

 あわせて、近隣市町へ一部のごみ処理を委

託するなどの可能性についてお聞かせくださ

い。 

 ２点目は、ごみ減量化とリサイクル率の向

上対策についてであります。 

 美幌町は、排出されるごみの分別を徹底し、

減量化と資源リサイクルの取組を積極的に実

施してきました。紙類、白色トレイ、ペット

ボトル、缶・瓶類、金属くず、その他プラス

チックを有料で売払いし、ごみ処理費の財源

として活用しています。 

 排出される資源ごみで特に問題となるのは、

汚れがひどい場合、買取りを拒否され、一般

ごみとして埋立処分しなければなりません。 

 汚れた資源ごみが処分場の使用期間を短く
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する要因となっています。 

 直近５年間の資源ごみの回収量及び売払い

額の状況とその他プラスチックの異物混入率、

資源ごみのランクなどについてお尋ねします。 

 また、今後さらにごみ減量化を図るために、

先進地の事例を調査し、町民の理解と協力を

得て、資源ごみの分別種類を増やし、コンテ

ナ回収の導入など、リサイクル率を向上させ、

売払い収入の確保策を検討すべきと考えます

が、いかがですか。 

 ３点目は、行政印刷物の再資源化の取組に

ついてです。 

 紙資源の回収はかなり進んでいますが、自

治体によって分別ルールが違っていたり、事

業者や町民による温度差が回収率にも影響を

及ぼしています。 

 古紙でリサイクルできない紙類も多く、混

入によって現場で問題が生じていないのか、

現況についてお尋ねします。 

 この質問の本題ですが、行政で扱う事務事

業は相当な情報量で、そのほとんどは紙情報

としても保管され、文書保存期間が過ぎたも

のは適時に廃棄処分されていますが、廃棄に

要する直近５年間の費用についてお伺いしま

す。 

 調査によると、今まで廃棄していた印刷物

を事業所で紙に再生できるペーパーラボが開

発され、導入している企業や自治体が年々増

えています。小スペースを確保できれば、性

能として１時間当たり９１５枚を処理し、７

２０枚の新しい紙に生まれ変わります。行政

の個人情報漏えいの心配がなく、安心して再

生できる紙再生機であります。環境に配慮し

た機器で、水の消費量９８％減、ＣＯ２排出

量３４％減、木材資源の１００％を節減でき、

ＳＤＧｓの取組にも貢献できます。一関市ほ

か８区市、秋田県、長野県で導入されていま

すので、導入について検討すべき課題と考え

ますが、いかがでしょうか。 

 以上で１回目の質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 上杉議員の

御質問に答弁いたします。 

 初めに、第Ⅲ期埋立処分場の使用期限が短

くなった要因と今後の対策についてですが、

現在運用している第Ⅲ期埋立処分場は、平成

２４年４月に供用開始し、第Ⅱ期埋立処分場

の延命化が図られたことから、平成２７年１

０月より埋立てを開始しております。 

 昨年３月以降、直接搬入ごみが増え、専門

業者の目視による調査で、計画よりも早く容

量が埋まっているとの助言があり、昨年１０

月に第Ⅲ期埋立処分場残余容量調査を実施

し、埋立開始から、今回調査までの５年間で

埋め立てた容量の数値を参考に、今後もこれ

までと同様の埋立てを行った場合、令和６年

２月頃に埋立完了となる見込みであることが、

委託業者からの調査結果報告により判明した

ところであります。 

 今回の残余容量調査により、埋立てごみが

増えた原因については、ごみ排出量を重量（ト

ン）から体積（立方メートル）に換算する場

合には、体積換算係数を使用して残余容量を

算出していますが、当初の計画よりもごみの

性質等が異なり、当初の数値よりも体積換算

係数が大きくなっていること、令和元年６月

に発生した埋立処分場内の火災による覆土及

びその後の火災予防のための覆土量が増加傾

向であったこと、その他プラスチックなどの

ごみの資源化率が当初計画の数値よりも低い

こと、新型コロナウイルスの影響により外出

自粛となり、家庭内で不要なものを処分する

方が増えたこと、単身高齢者が亡くなられた

り、施設等への入所に伴い、空き家になって

いる後片づけごみが増えたことなどが考えら

れます。 

 まず、御質問の直近５年間の町民１人当た

りのごみの排出量については、直近５年間の

ごみ総排出量から清掃区域人口で除算した数

値となりますが、平成２７年度が３８３.６キ

ログラム、平成２８年度が３６５.３キログラ

ム、平成２９年度が３７７.４キログラム、平

成３０年度が３５５.７キログラム、令和元年
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度が３５２.７キログラムとなっております。 

 直近５年間の年間ごみ処理経費について

は、平成２７年度が２億４,７４７万円、平成

２８年度が２億３,８５９万円、平成２９年度

が２億５,５６８万２,０００円、平成３０年

度が２億６,９２２万１,０００円、令和元年

度が３億４,９６０万１,０００円となってお

り、町民１人当たりの処理経費については、

平成２７年度が１万２,２１７円、平成２８年

度が１万１,９３０円、平成２９年度が１万２,

９９２円、平成３０年度が１万３,９３８円、

令和元年度が１万８,３１６円となります。 

 今回の調査結果により、第Ⅳ期埋立処分場

整備計画に今後どのように取り組まれるかに

ついてでありますが、ごみ処理は町民生活に

直結する重要な問題であり、施設整備には一

定の期間を要することから、町民の皆様にご

み分別の徹底や排出マナーの向上について、

より一層の周知を行うほか、一般廃棄物処理

施設埋立量の軽微な変更による埋立容量の増

量や、最終覆土厚の変更による延命化を図っ

てまいります。 

 また、令和３年度において、次期処分場の

整備に向けて、処理方法や施設規模の検討を

行う一般廃棄物処理基本計画を策定し、第Ⅳ

期埋立処分場の施設整備を計画的に検討して

まいります。 

 近隣市町へ一部のごみ処理を委託するなど

の可能性については、本町と同様に、廃棄物

処理施設の更新時期が重複している自治体が

あると認識しており、関係自治体と広域化処

理での施設整備の可能性についても併せて検

討してまいりたいと考えております。 

 次に、ごみ減量化とリサイクル率の向上対

策についてですが、本町では、平成８年９月

から、資源ごみ４種１０分類とその他のごみ

に分けた分別収集を行い、資源リサイクルの

取組を実施しております。 

 まず、御質問の直近５年間の資源ごみの回

収量について、資源ごみとして回収している

全ての種類を合計した実績値については、平

成２７年度が１,８４７トン、平成２８年度が

１,７８６トン、平成２９年度が１,６４４ト

ン、平成３０年度が１,５４０トン、令和元年

度が１,５６３トンとなっております。 

 続いて、直近５年間の売払い額の状況につ

いては、平成２７年度が４１２万４,０００円、

平成２８年度が４６３万５,０００円、平成２

９年度が１,４５７万９,０００円、平成３０

年度が１,３４５万２,０００円、令和元年度

が１,４３２万円となっております。 

 直近５年間のその他プラスチックの異物混

入率、資源不適率については、平成２７年度

が６.８％、平成２８年度が７.６％、平成２

９年度が１９.９％、平成３０年度が３３.

９％、令和元年度が４２％という結果になっ

ております。 

 次に、資源ごみの品質評価ランクについて

の御質問ですが、ペットボトルは直近５年間

全てにおいて、品質評定の判定ランクはＡラ

ンクとなっております。 

 また、その他プラスチックの状況について

ですが、評価項目が３項目あり、平成２７年

度は全てＡランクでありましたが、平成２８

年度以降の４年間については、ガスライター

などが混入している状況を受け、禁忌品の項

目について、品質評価が低いＤランクと判定

されております。 

 特に、その他プラスチックについて、汚れ

ているものが混入していることによりリサイ

クルが行われず、約４割が埋立処分されてい

るという結果が出ております。 

 今後、まち育出前講座や啓発チラシの配布

を行うなど、ごみ処分場の現状を伝え、町民

の皆様に丁寧な説明を行い、ごみ分別の徹底

と排出マナーの向上に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 御質問の資源ごみの分別種類を増やし、コ

ンテナ回収の導入など、リサイクル率を向上

させ、売払い収入の確保策の検討についてで

ありますが、まずは、現在の分別方式を町民

の皆様に徹底することが優先する課題である

と認識しているため、今後、様々な手法を活

用して周知を行ってまいりたいと考えており



－ 128 － 

ます。 

 また、資源ごみの分別種類についてであり

ますが、現在、一般ごみとして回収し、埋立

処分を行っているフライパンや鍋などの小型

金属については、次年度から月１回収集を行

っている資源ごみの回収時に合わせて収集を

行うことができるよう、収集業者とも現在打

合せを行っているところであります。 

 町内の大手スーパーでも、コンテナを設置

し、新聞紙、雑誌類、牛乳パックや食品トレ

イを回収している方式も認識しております。 

 資源ごみのうち、古衣料については、公共

施設、マナビティーセンター、コミュニティ

センター、ゆうあいセンターに回収ボックス

を設置し、委託業者にて回収を行っておりま

す。 

 第Ⅲ期埋立処分場の延命化を図り、リサイ

クル率を向上させるためにも、その他の資源

ごみについて、公共施設内などにコンテナを

設置し、回収を行うことが可能かどうか、今

後検討してまいりますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に、行政印刷物の再資源化の取組につい

てでありますが、まず最初の御質問でありま

す町内全体における紙資源の回収状況につき

ましては、リサイクルができない紙類の混入

が現状では一部ありますが、回収を委託して

いる業者におきまして、適正に選別ができて

おり、現場では特に問題が生じていないこと

を確認しております。 

 しかしながら、作業効率を図るためにも、

適正なごみ分別の徹底につきましては、今後

もより一層周知を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 次の御質問の公文書廃棄に係る直近５年間

の年間費用についてでありますが、平成２８

年度から令和２年度まで、順に４８万６,００

０円、３９万１,０００円、４８万６,０００

円、５９万６,０００円、５４万５,０００円

の実績となっております。 

 公文書の廃棄につきましては、文書保存年

限が過ぎたものについて、毎年度、移動式シ

ュレッダー車を所有する業者に委託の上、役

場敷地内において処理期間を定め、シュレッ

ダーによる裁断処理を行った上、リサイクル

処理がなされているところであります。 

 ご提案のありましたペーパーラボの導入に

ついてでありますが、環境に配慮された機器

で、事業所で紙再生が可能など、その有効性

については十分理解できるところであります。 

 しかしながら、機器購入の初期費用などが

現在の廃棄に係る費用及び紙再生分で補える

用紙代なども含めた今後のランニングコスト

との比較では多額であること、また、現在の

廃棄処理がシュレッダーによる裁断後にリサ

イクル処理を行うなど、個人情報の保護や環

境への配慮がなされていることから、現在の

ところ、導入する予定はありませんが、公文

書の廃棄方法につきましては、先進自治体の

取組などを参考に研究してまいりますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上答弁いたしましたので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） それでは、初めに

第Ⅲ期のごみ埋立処分場の使用期間が短くな

った要因について伺います。 

 先ほどの答弁では、町の調査結果によると、

計画よりもごみの性質が異なり、体積が増え

たという答弁でございましたが、体積率の評

価の仕方が変わったような話を委員会でも聞

きましたが、その辺を町民にも分かりやすく、

どういうことなのか御説明いただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今の御質問について

担当から御答弁させていただく前に、１点訂

正をさせていただきたいと思います。答弁書

に一部事実と違う内容がありましたので、訂

正と状況の説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 答弁書の９ページの紙資源のリサイクルに

ついてであります。 

 中段になりますけれども、回収を委託して
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いる業者におきましては、適正に選別ができ

ており、現場では特に問題が生じていないこ

とを確認していますと答弁させていただきま

したけれども、この紙資源のリサイクルにつ

きまして、シュレッダーで裁断した紙、具体

的にはクロスカット紙でありますが、経済情

勢の変化により、引取り手がなくなっており、

現在、埋立処分場において埋立てをしている

状況が分かりましたので、訂正をさせていた

だきたいと思います。 

 クロスカットされた紙資源は、月に町全体

で最大２トン程度あり、年間２４トン前後が

埋め立てられている状況であります。 

 なお、クロスカットされた紙資源について

は、費用負担をすれば、高度処理によりリサ

イクルが可能ということであります。 

 以上、御質問にお答えする前に１点訂正を

させていただきました。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの体積

換算係数の違いについての御質問でございま

すけれども、当初計画では０.７７という数値

で計画していたものが、今回の実績では０．

９７という数値に変わったということです。 

 この原因については、体積換算係数は過去

の埋立ての実績等から推計して計画するもの

ですけれども、第Ⅰ期、第Ⅱ期につきまして

は、昭和６２年から埋立てを始めまして、平

成２４年まで埋立てをしておりますが、その

間に、平成８年からは資源ごみの分別収集が

始まったということで、当初、埋立てをして

いた瓶とか空き缶などの重たいものが分別さ

れるようになったことも一つの原因かと考え

ております。 

 また、平成１７年９月からは一般ごみの有

料化も開始されたということがありますので、

ごみの資源化が大きく進んだということも原

因ではないかと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 令和元年６月発生

の火災による覆土の関係も増えた要因だと思

うのです。火災が発生したことによって、安

全対策のために覆土をしていますが、通常の

年平均の覆土量から見てどのくらい増えたの

か、お尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますが、実績を見ますと、平成３

１年度は８,８００立米という数値が出てござ

います。過去の量では、平成３０年度は４,０

００立米です。これは、年度によっていろい

ろ違うわけですが、単純に言って、４,０００

立米が８,０００立米ということで、倍ぐらい

の量が入ってしまったということが考えられ

ます。ただ、現在につきましては、一度に入

れた覆土を順次掘り返してといいますか、再

利用をして、現在は、覆土を新たに入れるこ

とはなく、多く入れたものを利用して覆土量

を減らしている状況でございますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 火災によって倍以

上の覆土があったということも埋立期間を短

くする一つの要因であることが分かりました。 

 答弁の中で、その他プラスチックの資源化

率が計画と比べて低くなっているということ

ですが、最近は当初想定していた埋立量より

何％ぐらい増えてきたと押さえているのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますけれども、当初、資源物の資

源化率で考えますと、約２９％で計画してい

たわけですが、その他プラスチックに限らず

全体の資源化率ということでいきますと、平

均して１９％ほどの資源化率という実績でご

ざいます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 次に、直近５年間

の町民１人当たりのごみ処理料が平成３０年

度から増えております。特に令和元年が大き

く増えた理由について、まずお尋ねしたいと
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思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますが、その年によって、その処

理場にかかる修繕費等によって大きく増減す

るものですけれども、特に令和元年度につき

ましては、火災による遮水シートの修繕に約

６,２００万円かかっていることから、大きく

処理経費がかかっているということでござい

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） ごみ問題は、本当

に生活に直結することですが、町民が排出ご

みを減らすことによって処理経費も削減でき

ます。 

 ごみ分別辞典を見ると、そのことについて、

平成２７年の決算値を使って、これだけ処理

費がかかって、そのうち幾ら収益が上がって

いるということを町民に丁寧に説明されてい

るのですけれども、こういうコスト意識も含

めて町民の皆さんにもっと関心を持ってもら

うという意味で、ごみの量を減らすというこ

とばかりではなく、出されたごみを資源化す

ることによって、有価物として町の収入とな

り、その分を費用に充てられるという観点か

ら、町のＰＲといいますか、今まではそうい

う面での取り上げ方は広報等でもしていない

と思います。 

 そういったことについて、どのような取組

をしたいと考えていますか。 

○議長（大原 昇君） 環境衛生担当主査。 

○環境衛生担当主査（水上修一君） ただい

まの質問でございますけれども、昨年、広報

びほろで、ごみの特集を毎月掲載しておりま

す。例えば、今、御質問があったとおり、コ

ロナ禍の関係で昨年の春頃からは粗大ごみな

どもどんどん増えてきておりますけれども、

中には、置き場所がないからということで、

まだ使えるものを捨てられる方も多く見受け

られました。 

 そこで、担当といたしましては、電話で受

付をする際に、まだ使えるものかどうかとい

う程度も含めて、まだ再利用が可能なもので

あれば、皆さんに使えるものは使っていただ

きたいということをお伝えした上で、町内に

リサイクルショップなどもございますので、

そちらで確認するなど、極力、ごみとして捨

てないように担当としてもお伝えしており、

毎月の広報誌でも周知しております。 

 今後も、より一層、周知を行ってまいりた

いと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 確かに、大都市で

すと、リサイクルセンターを公共施設として

つくって、一般の方に買いに来ていただくと

いうことでリサイクルをしていますが、美幌

では、そういった施設を用意してやるという

ことはなかなか難しいと思います。 

 今の説明のように、町内にあるリサイクル

ショップなどに持っていって、わずかな金額

でも引き取ってもらえれば、処分料を払って

処分しなくて済みますので、そういった面で、

ぜひ今後も積極的に取り組んでいただきたい

と思います。 

 今回、町としては、こういった状況を町民

の皆さんに知っていただくため、今月の広報

でその実情を初めて知らせています。 

 私も３月号を見ましたが、登栄ごみ処分場

の現状をお伝えしますということで、私が質

問している状況について、町民の皆さんへ知

らせています。これにより、町民の皆さんも、

こういうことを知らないで、埋立期間がそん

なに短くなってしまうのかと、危機感や理解

を深めると思うのです。 

 答弁の中に、処分場の軽微な変更による延

命化とありました。また、最終覆土厚の変更

ということで減量化をしたいということだっ

たのですが、この軽微な変更とはどういうも

のなのか、覆土厚をどういうふうに変えるの

か、その辺の内容について御説明いただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 
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○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますけれども、埋立容量の１０％

以内であれば環境省等の許可を要しないで、

届出によって埋立ての増量が可能になるとい

うことが一つございます。単純に１０％です

ので、９万７,０００立米の１０％の９,７０

０立米の容量が増やせる分と考えております。 

 もう一つは、最終覆土、全てのごみを埋め

終わった後に一番上にかぶせる土の量ですけ

れども、通常の計画では１メートルの厚さで

覆土するところを、軽微な変更の届出という

ことで、半分の５０センチメートルに減らす

ことで、約７,０００立米の増量が可能になる

と考えているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 行政でできる範疇

で努力をして、少しでも当初計画に近い利用

ができるようにしていくということは本当に

大事だと思います。 

 質問させていただきましたが、近隣市町へ

一部ごみ処理の委託をする可能性ですけれど

も、焼却施設を持っている自治体に費用を払

ってお願いできないかとか、埋立てで一番負

荷になっているのは生ごみで、それは美幌町

の大きな課題となっていると思います。そう

いったものの共同処理の可能性を、ぜひ近隣

市町と協議してみるべきではないかと思いま

すが、その辺についての現状での町の考え方

を再度お尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますけれども、近隣では津別町が

来年度から北見市にごみの焼却をという情報

がございまして、１市４町によります定住自

立圏構想を組んでございますことから、美幌

町といたしましても、北見市におきまして、

そういったことが可能かどうか、一度お伺い

して実際にお話を伺っておりますが、内容と

しては、処理能力的に美幌町のごみの容量を

全部受け入れるのは今の時点では不可能だと

いう返事をいただいているところでございま

す。 

 その他、近隣の市町村がありますので、今

後、いろいろな可能性を含めて探っていきた

いと考えております。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 生ごみの各町と

の連携というお話でございますけれども、近

隣では、津別町が生ごみの堆肥化ということ

で取り組んでいるかと思います。生ごみを分

別して堆肥化するとなりますと、そもそも収

集の方法から変えなければならないというこ

とがございます。 

 今、美幌町では、燃えるごみ、燃えないご

みを全く関係なく集めていますので、生ごみ

を堆肥化するとなりますと、生ごみだけを別

に、それも、かなり厳選して集めないと、異

物が混入しますと堆肥にならないということ

がありますので、そういったことを総合的に

考えて、それが可能かどうかにつきましては、

今後、一般廃棄物処理基本計画の中で検討を

してまいりたいと考えております。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 人間は物を食べて

生きていくという意味で言えば、生ごみとい

うのは永遠に出てきますので、それらが処分

場に負荷を与えている。他の自治体の資源化

でも、出来上がった肥料を有償で配ることは

ほとんど実現できなくて、市民に配る程度で

す。だからこそ、こういった共通の課題につ

いて、先ほどありました北見市を中心とした

広域での取組を自治体として共同研究すると

か、すぐにはできなくても、実現に向けての

検討をぜひしていってほしいと思います。 

 二つ目の質問に移りますが、ごみの減量化

とリサイクル率の向上対策の関係です。 

 平成２７年度から令和元年度の資源ごみの

回収量が一部の品目を除いて減少していま

す。これは残念なことです。 

 平成２７年度と比べると、全体ではマイナ

ス１５.４％です。分類別に見ると、紙類でマ
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イナス２２％で、そのうち新聞紙が何とマイ

ナス３４.６％です。瓶類がマイナス１６.

１％、プラスチック類がマイナス４.９％、古

衣料がマイナス２３.１％ということで、リサ

イクル率が非常に減少するという残念な結果

になっています。 

 減少の原因は、全体としては人口減もある

と思いますし、新聞類で言えば、私の勝手な

思いですが、最近、新聞は購読者が減ってき

ているし、新聞を買っては見ないということ

もあるから、これはある程度想像できると思

いますが、全体としてリサイクル率の向上を

目指すべきところが、逆に過去５年でこうい

う残念な結果が出てきております。 

 そこで、現状の美幌町のリサイクル率とい

うのは、先ほど２９％の計画が１９％ぐらい

になったということで、全体で押さえている

町のリサイクル率は何％ぐらいになっている

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 今、議員から御

指摘のあった新聞紙類のリサイクル率がかな

り減っているということにつきましては、民

間の大手スーパーに新聞紙類を持って行きま

すとポイントを換算してくれるということが

ございますので、恐らく、そちらにかなり流

れているのだと思います。数量までは押さえ

ていないのですけれども、そのためにこちら

で集めている紙類が減っているのではないか

と考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 環境衛生担当主査。 

○環境衛生担当主査（水上修二君） ただい

まのリサイクル率の御質問でありますけれど

も、直近の令和元年度につきましては、全体

の排出量が６,９４７トンございまして、その

うち資源化できたものが１,４８０トンとなり

ますので、令和元年度につきましては１８％

という数値になってございます。 

 また、平成２７年１０月から第Ⅲ期処分場

のほうで埋立てを開始しておりまして、それ

までの分を全て考慮すると、約１９％という

数値となっております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 平均して１９％、

直近では１８％ということです。 

 ごみで非常に成果を上げている自治体の例

を紹介したいと思いますが、鹿児島県の大崎

町は、混ぜればごみ、分ければ資源というこ

とを合い言葉に、２７品目の分別を実施して、

国連が掲げるＳＤＧｓの達成をごみ処分の主

要な目標にして取り組んでいます。 

 その２７品目を見ますと、美幌町よりすご

く多いように見えますが、区分けが細かいと

いうのが特徴です。例えば、瓶類で言うと、

いわゆるビール瓶などの買取りをするリター

ナブル瓶のほかに、茶色瓶、無色透明瓶、そ

の他瓶などと、全てをきれいに分別して収集

しているのです。 

 紙類については、美幌町ではやっておりま

せんけれども、コピー用紙とかシュレッダー

用紙、紙箱、包装紙、その他の紙ということ

で、区分けを細かくしています。 

 そのほか、割り箸と串ですね。焼き鳥など

の串です。それから、陶器類、瀬戸物です。

それから、草木・剪定くず、落ち葉などとい

うことで、２７品目に分けて非常に細かくや

っていまして、２０１８年度には８３.４％と

いう驚異的なリサイクル率となっていまして、

２００６年から１２年間連続で日本一のリサ

イクル率になった自治体であります。 

 ただ、ここも美幌町と同じように、ごみが

増えてきてどうしようか、焼却施設か、埋立

施設か、どうしようかという最終的な判断の

中で、焼却施設は投資が必要で自治体にとっ

ては非常に重い負担になるということから、

埋立処分場でいこう、そのためには徹底した

リサイクルをしていこうということで、平成

２年につくった埋立処分場を、美幌町と同じ

ように１５年間の計画期間だったのですけれ

ども、現状で資源化率が８４％ということで、

埋立てごみが大幅に減った結果、現在の処分

施設はさらに４０年から５０年利用できると
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ころまで資源化を図ってきているのです。 

 これは、本当に全国でもトップクラスのリ

サイクル率なので、そこと比べて美幌町がど

うだというのはなかなか難しいと思いますが、

同じように悩んで、処分場を整備したときに、

住民の皆さんと向き合って、ごみを２７分類

して、衛生自治会という組織をつくって、１

５０ぐらいの地域に分けて、延べ４５０回の

説明会を開催する中で取り組んできて、長年

かけて処分量を減らしたのです。 

 ここは、平成１０年の４,３８２トンの埋立

量が、平成２９年には７０８トンまで落ちて

いるのです。徹底した資源化によって、こう

いった成果を上げてきております。 

 先ほど話したように、美幌町で一挙にリサ

イクル率を上げることは難しいと思いますが、

ぜひ町としても、こういう先進的な取組を調

査していただきたいのです。 

 ごみの量というのは、何よりも町民や事業

者の皆さんに分別の徹底、協力をしていただ

かなければ減らすことができませんので、今

後、第Ⅳ期の計画をつくっていくわけですけ

れども、できるだけ長期間利用できる処分場

計画となるように、意欲的に計画づくりをす

るべきだと考えますが、町長の考え方をお伺

いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ただいま大崎町の事

例を紹介いただきました。私も、今回御質問

いただいて、いろいろ勉強させていただいた

中で、何がポイントなのかなと思っています。 

 今回、皆様に処分場の寿命というか、本来

使える期間がかなり短くなったという話の中

で、次期計画に対しては、例えば、埋立処分

場を次につくるときは最終処分場という意味

の中においては、埋立ての量を軽減するため

に前段で何か処理をしなければいけないとな

ったときに、焼却施設をつくるという考えが

今のところあります。 

 その焼却がいいかどうかについては、国は

エネルギー回収型の廃棄物処理施設と最終処

分場といっているのです。そこを私も失念し

ていて、要するに、埋立てを少なくするため

に焼却という考えなのですけれども、今、国

はゼロカーボンということを将来に向けて進

めている中において、二酸化炭素を出さない

ということを考えたときに、本当にそれがど

うなのかということも考えております。 

 それから、先ほど広域化の質問をいただき

ましたけれども、今回、ごみの問題が出て、

内部で協議したときに、ごみ処理施設は、非

常に高額な管理費もかかるし、特に焼却につ

いては施設をつくるプラス維持管理費が高い

ということで、大崎町の論議の中にあるよう

に、こういうものについては広域化を図るべ

きではないかということで、実際に打合せは

させていただいています。 

 北見については、タイミングがなかなか合

わないということがあるのですが、今の施設

に生ごみも含めて美幌町も入れていただきた

いというお願いにも行っております。今のと

ころ、津別町の分は入れられますけれども、

美幌については無理ですという話をいただい

ています。 

 答弁書に書きましたように、美幌町と更新

時期が重複するということで、これはどうい

うことかというと、今、斜網地区が今後どう

しようかということで、私どもの状況は、タ

ウンペーパーに書かれたり、網走の状況を書

かれたりした中で、これもお話をさせていた

だいています。 

 そういう中で検討できないだろうかという

ことで、これも、一緒にやるということでは

なくて、広域化の可能性をみんなでしっかり

見定めるということで、美幌町も入ってやる

ことに了解いただいています。 

 そういった中で、今後、施設をつくるとき

には、いろいろと御指摘いただいたことを踏

まえて、しっかり計画をつくる必要があると

思いますし、まずは今の施設を延命化すると

いうことです。大崎町のように資源化率が８

０％以上になれば、美幌町であれば、平成３

０年度で７,０００トン出ていまして、７,０

００トンの８割といったら、相当の減量にな
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ります。ですから、まずはリサイクル率を上

げる努力を皆さんとしていかなければいけな

いと思っています。 

 その中で、キャッチフレーズの混ぜればご

み、分ければ資源というのは、そのとおりな

のです。衛生自治会という組織をご紹介いた

だいていますが、これは、行政主導ではない

のです。町民にきっかけを示したのは行政で

すけれども、そのことで町民がこれでは駄目

だよねと考えて、そういう動きになっていた

だけるかどうか、そこがポイントなのかなと

私は考えております。 

 そういう気持ちにさせるのは町長の役割で

はないかというのであれば、それは努力して

いかなければならないと思います。 

 今回、いろいろなことを紹介いただきまし

たので、しっかりと考えながら、現在の処分

場の在り方、次期計画の在り方を考えていき

たいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） 町長も大崎町の取

組を調べられていますので、状況は承知して

いるということでした。 

 私も調べていく中で、町が提案して、行政

の中でそのことに情熱を燃やして、町民の中

に深く入って、理解者を増やして、１５０の

地域にリーダーを育てていった、その人たち

が今は中核になって、毎年１回、リーダー研

修をやりながら取り組んでいるということで

す。 

 まずは行政主導でやっていくことで住民の

理解を得るというのは大切なことだと思いま

すので、第Ⅳ期に向かって、そういったこと

も含めてしっかり取り組んでいただきたいと

思います。 

 細かなことですけれども、例えば、私がで

きることは、買物に行くときマイバッグを持

ったり、ペットボトルを買わずに、マイボト

ルを持つ、あとはマイカップです。議会でも

紙コップを使っていますけれども、紙資源の

節約をするならマイカップにする。私は、旅

行に行くときにマイ箸をずっとやっています。

もちろん、割り箸は、端材を使うので、大し

たことはないですけれども、ごみとして出せ

ばやはり処理費用がかかるので、町民ができ

るようなマイ運動みたいなことも、これから

取り組まれる住民との話合いの中でも広めて

いただきたいと思います。 

 場合によっては、すごく突然な話ですけれ

ども、美幌町のごみ緊急事態宣言みたいなも

のを町長が発して、そういった危機感を持っ

て町民の意識改革をしていきながら、大崎町

になるまでには相当の時間がかかると思いま

すが、美幌町も、ＳＤＧｓの取組や森林の取

組を通じてＣＯ２の削減ということをやって

おりまして、その活動にも当然結びついてま

いりますので、行政が主導しながら町民の意

識改革に全力で取り組んでほしいと思います。 

 最後に、行政印刷物の再資源化についてで

す。 

 答弁では、現在の回収方法で個人情報の廃

棄や費用としても特に問題は生じていないと

いうことでした。確かに、そんなに多くのコ

ストをかけて処分しておりませんし、シュレ

ッダーということで個人情報も問題ないこと

になっています。ペーパーラボ自体は世界的

に非常に評価されている機械でありますが、

導入に２,０００万円以上かかると言われてい

ます。もちろん、実際に再生するときに、Ａ

４判、Ａ３判の２種類のサイズにできますし、

紙の厚さも変えられます。あるいは、インク

を使うことによって色紙にも再生できるとい

うことや、例えば名刺をつくるとか、汎用性

を持っています。 

 もう一つ感心したのは、先ほど言ったよう

に、一関市のほか、秋田県、長野県で導入し

ていますけれども、ある自治体では、これを

障がい者の雇用の場として、障がい者に再生

作業をしていただいているという事例もあり

ました。 

 ２,０００万円以上という高額な投資になり

ますけれども、その可能性や、先ほど話した

ＳＤＧｓにつながるということも含めて、ぜ

ひ導入事例を調査した上で、今後も検討して
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ほしいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 内容的には、答弁さ

せていただいたことと変わらない気持ちであ

ります。 

 ただ、今、上杉議員がおっしゃったように、

今後、リサイクルに町を挙げてとか、いろい

ろ関わる人を増やすとか、雇用の考え方とか、

ある意味では、リサイクル率を上げることに

よって経費が非常に削減されるということで

あれば、今、お話をいただいたことも検討可

能なのかなと思います。それはすぐにではな

いですけれども、今は役場の紙のリサイクル

についてはこういう状態で、コストとか、実

際に人がついたりという形でやらせていただ

くのは難しいですが、広範囲に研究したいと

いう広い意味では、今後、考える余地はある

のかなとご理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君） いろいろ提案しま

したので、今後、行政側の検討を期待したい

と思います。 

 最後に、ごみ問題で、最近、私自身が相談

を受けた事例として、高齢の障がい者など、

ごみ出し困難者が増えてきています。 

 今後ごみ問題を考えていくときに、ぜひ町

でもごみ出し困難者の問題も検討課題として

視野に置きながら、ごみ処理対策について検

討いただくことを最後にお願いしまして、私

の質問を終わらせていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） これで、１２番上杉

晃央さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１１時１０分とします。 

午前１１時０１分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君）〔登壇〕 私は、通告

しております２項目について、以下質問して

まいります。 

 第１は、新型コロナウイルスのワクチン接

種についてでございます。 

 １点目は、ワクチン接種につきましては、

相当長い期間にわたると思いますが、医師、

看護師などの人員確保、接種体制確立の見通

しについて、まずお伺いをいたします。 

 ２点目は、医療従事者、高齢者、高齢者を

除く基礎疾患のある方、高齢者施設等の従事

者、６０歳から６４歳の者、この方々はワク

チン接種順位の上位に位置づけられますが、

美幌町におけるそれぞれの実数についてお伺

いをいたします。 

 ３点目は、高齢者につきましては、当初、

政府は早くても４月１日以降からの開始と発

表していますが、現段階で美幌町の開始時期、

接種場所、集団接種、個別接種、入所施設等

での接種、自宅接種などについてお伺いをい

たします。 

 また、移動困難対象者への対応についても

伺います。 

 ４点目は、優先接種の対象となる１３項目

の基礎疾患のある方、ＢＭＩ３０以上の肥満

の方の把握方法について伺います。 

 ５点目は、クラスター発生の可能性の高い

高齢者施設等従事者へのワクチン接種時期に

ついて伺います。 

 この点の２項目めは、感染検査の徹底につ

いて伺います。 

 国は、高齢者施設、障がい者施設でのＰＣ

Ｒ等の定期検査実施の一層の取組の推進を要

望しております。 

 美幌町でも、クラスター発生防止のため、

事業者が行うＰＣＲ検査、または国保病院の

抗原定量検査に対して、緊急包括支援交付金

を活用し、全額補助での実施に踏み込むべき

と考えますがいかがでしょうか、伺います。 

 ２項目めは、生活保護についてであります。 

 コロナ禍における生活保護の円滑な実施に

ついて伺います。 
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 新型コロナウイルスの感染が拡大していな

い状況でも、美幌町内の景気は深刻な落ち込

みが続いています。全国各地で解雇、雇い止

めが増加する中で、生活保護申請権が脅かさ

れ、生活保護を受けられない事態が後を絶っ

ておりません。厚生労働省は、生活保護の円

滑な実施に向けて、昨年来、事務連絡等を次々

と発出し、実施機関に対して対応の改善を求

めています。 

 このような状況の中、次についてお考えを

お聞きいたします。 

 昨年１年間の生活保護実施状況について、

過去の状況との比較を含めて、状況を伺いま

す。 

 ２点目は、扶養義務者に対する扶養照会の

改善、現に住居のない生活困窮者への対応、

稼働能力の活用、自動車保有の是非、生命保

険等の加入など、弾力的に取り扱われること

となった点について、美幌町での取扱いを伺

いたいと存じます。 

 取りあえず、最初の質問でございます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 大江議員の

御質問に答弁いたします。 

 新型コロナウイルス感染防止対策について。 

 初めに、ワクチン接種についてですが、令

和３年２月１６日付、厚生労働省通知におい

て、国は、予防接種法の規定に基づく新型コ

ロナウイルス感染症に係る臨時の予防接種の

接種期間を令和３年２月１７日から令和４年

２月２８日までとし、対象は町内に居住する

１６歳以上の者と示しました。 

 御質問の１点目、人員確保と接種体制確立

の見通しについてでありますが、町では、美

幌医師会に御協力をいただき、国の通知に基

づき、接種体制について協議を重ねていると

ころであります。接種の体制の詳細が整い次

第、町民の皆様にお知らせできるように努め

てまいります。 

 御質問の２点目、美幌町における接種対象

者でありますが、国では、接種対象者の算定

方法を総人口に対して、医療従事者は３％、

基礎疾患を有する者、２０歳から６４歳は６.

３％、高齢者施設等の従事者を１.５％として

います。 

 美幌町で把握しております人数は、医療従

事者６８６人、令和３年１月１日現在、６５

歳以上の高齢者は７,１０７人、基礎疾患のあ

る方は、町での把握が難しいため、国の算定

方法に基づいた算出では１,１９３人、高齢者

施設等の従事者は３９７人、６０歳から６４

歳の者は１,３９４人となっております。 

 御質問の３点目、美幌町における接種開始

時期についてでありますが、国のスケジュー

ルに合わせて準備を進めており、個別接種に

ついては、御協力をいただける町内の医療機

関で行い、集団接種についてはしゃきっとプ

ラザでの実施を予定しております。 

 介護老人保健施設及び介護老人福祉施設

につきましては、施設内で接種できるよう準

備を進めてまいります。 

 また、移動困難対象者のうち、訪問診療等

を受けている方は、訪問時の接種を想定して

おります。 

 御質問の４点目、基礎疾患のある方の把握

方法につきましては、現時点では本人からの

申請により、優先者として接種を受けていた

だくことを想定しております。 

 御質問の５点目、介護老人保健施設及び介

護老人福祉施設等の高齢者施設等従事者への

接種時期につきましては、施設入所者と同時

に接種を行うことになります。 

 次に、感染検査の徹底のため、事業者が行

うＰＣＲ検査に対する補助についての御質問

でありますが、国からも高齢者施設従事者等

の検査の徹底について要請が出されていると

ころであります。 

 高齢者及び障がい者施設におきましては、

感染防止対策に努めていただいていることか

ら、当町では、幸いにも感染者は出ていない

状況でありますが、クラスター発生防止のた

めには、検査体制の拡大は重要と認識してい

るところであります。 

 美幌町では、国保病院及び美幌町ＰＣＲ検
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査センターで行政検査を実施しておりますが、

行政検査以外の検査拡大は困難な状況にあり

ます。そのため、最近では、検査キットの開

発により民間検査機関による検査の実施が可

能となったことから、医療従事者、高齢者施

設の入居者及び従事者を対象に検査費用の助

成を行い、効果的な感染防止対策を実施し、

施設でのクラスター防止に努めてまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願い申し

上げます。 

 大きい２点目、生活保護について。 

 コロナ禍における生活保護の円滑な実施に

ついてですが、全国の生活保護受給者数は、

リーマンショック以降に急増し、平成２７年

３月ピークに達した後、減少に転じ、令和２

年１０月分の概数保護率は１.６３％となって

おります。 

 また、道内における保護率は、令和２年１

０月数値で２.９６％であり、郡部で１.８

１％、市部が２.４５％と、市部での保護率が

高い傾向になっており、オホーツク管内の保

護率は１.１５％と、１４振興局中、宗谷、上

川に次いで低い保護率となっております。 

 御質問の過去の状況との比較を含めた昨年

１年間の生活保護実施状況についてでありま

すが、本町における平成３１年３月末現在の

保護世帯数は２５１世帯、保護率は１.５７％

であり、令和２年１０月数値では、２４６世

帯、１.５８％で、ここ数年は大きな変動もな

く推移しております。 

 一方、近年の超高齢社会を背景に、今後も

高齢者人口の比率増加に伴い、高齢者保護世

帯の増加が見込まれると予測されております。 

 ２点目の扶養義務者に対する扶養照会の改

善、現に住居のない生活困窮者への対応、稼

働能力の活用、自動車保有の是非、生命保険

等の加入など、弾力的に取り扱われることと

なった点についてでありますが、郡部におけ

る生活保護の決定機関は北海道であり、オホ

ーツク総合振興局に確認したところ、本町に

おいて、新たな弾力的取扱いとして運用され

た件はありませんでした。 

 本町の役割としましては、相談、書類作成

支援、書類進達が主な業務となっております

が、最初に相談を受ける場合が多く、相談者

は、様々な問題や困難とともに、不安や混乱

した気持ちを抱えて訪れることから、訴えを

傾聴し、何が問題なのかを整理し、書類の進

達等、速やかに対応してまいりますので、ご

理解賜りますようお願いいたします。 

 以上、答弁をいたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 再質問をしたいと思

います。 

 重点的に接種を受ける新型コロナウイルス

の接種体制について、基本的には美幌町とし

て三つの診療所、しゃきっとプラザでの集団

接種が軸になっていくのだと思います。そし

て、高齢者施設等については、訪問をして施

設内で接種できるような体制が取られている

と思うのですが、その基本的な体制について

お伺いしたいと思います。 

 ワクチンの供給そのものが非常に不安定な

ので、計画が立てにくいということなのだろ

うと思いますが、仮に潤沢にワクチンが提供

されたことを想定した場合に、１週間当たり、

それぞれの診療所での個別接種、あるいは、

しゃきっとプラザで週末に集団接種を行うと

いうことなのですが、そこでの接種数の見込

みはどういうような展開になるのか、想定数

でお示しをいただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまのワク

チンの接種の予定ということですけれども、

現在想定しておりますのは、まず町立病院の

国保病院で個別接種を行い、美幌医師会所属

の各医療機関において個別接種をしていただ

きたいというお話をしているところでござい

ます。 

 その接種の数ですけれども、詳細は今後詰

めていかなければならないのですが、今、お

聞きしているのは、診療所は今のところ４か

所に内諾をいただいておりまして、１か所当
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たり、１週間で約９０人ほどを受ける体制と

いうことで考えてございます。 

 集団接種につきましては、仮に日曜日の１

日とした場合なのですけれども、１日当たり

約２００回分、２００人分の接種を予定して

いるところでございます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） ただいまの

御質問にお答えいたします。 

 ワクチン接種の実施医療機関につきまして

は、病院が２か所、診療所が４か所というこ

とで、町内では全部で６か所で接種を行うこ

とになります。 

 今、１日にできる接種数等については、医

療機関と調整中ですが、今のところ、１日当

たり９０人程度ということで、１週間では４

５０人という試算をしながら実施体制の協議

を進めているところです。 

 集団接種につきましては、休日の日曜日に

接種することを医師会と協議しているところ

でありまして、１回当たり２３０人程度の接

種を見込んで調整を進めているところです。 

 ワクチンのめどにつきましては、国からい

ろいろと情報が出されているところでありま

す。 

 ３月１日付の直近の通知では、４月２６日

の週には全市町村に１箱ということで、ワク

チンで言うと１９５本、９７５回分のワクチ

ンを配送する予定であるという通知が出され

ました。 

 美幌町におきましては、ワクチンの納品日

が決まり次第、高齢者の方に案内を送付して、

実施できるよう準備を進めてまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 順調に進めば、集団

接種が２６回と計算されているようですので、

２６週で必要な方々の接種がおおむね終わる

と考えてよろしいのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） 現在の段階

では、そのような考えで調整を進めていると

ころであります。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 認知症や障がいを持

っている、あるいは非常に高齢で移動が困難

など、訪問診療等を受けている方々について

は、具体的にどのような対応を検討されてい

るのでしょうか。それは安心できる、大丈夫

という状況にあるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） ただいまの

御質問にお答えいたします。 

 訪問診療等を受けていらっしゃる方につい

てですが、医師会と協議を重ねる中で、往診

を受けている方は、インフルエンザのときも

そうしているように、家庭での接種をお願い

していく予定です。 

 そのほかに、移送サービスを使われている

方は、そういうサービスを使っていただきな

がら接種会場に移動していただくと。 

 やはり、町として、どのような困難な状況

があるのかということを把握し切れていない

現状にあります。接種に来ることが困難であ

る方につきましては、様々な地域の方のご協

力をいただきながら、その状況に応じてでき

る対応を協議してまいりたいと考えておりま

すので、地域の民生委員の皆様や介護職員の

方に必要な情報をお伝えしながら、接種を希

望する方が接種できるような体制を、行政の

中でもできる範囲で実施してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 材料が十分そろって

いない状況の下で、しかも情報がなかなか入

らない状況の中で計画を立てるので、担当し

ている役場とか、その中の担当部局としては

非常に頭を痛めている状況は推察できます。

頑張っていただきたいと思います。 

 ただ、もう一つ感じておりますのは、医師

や看護師や役場の職員の方々は、この間、２
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６週にわたって、ほとんど休みなく働かざる

を得ない、従事せざるを得ないと思うのです

が、現状の体制の中で、町民の協力を求めざ

るを得ないという状況はないのでしょうか。 

 例えば、試験的に先行してやっているとこ

ろでは、ボランティアの必要性ということも

指摘されているのですが、美幌町では大丈夫

ですという状況なのか、それとも、一般町民

のボランティア的な協力は避けられないとい

う場面はあるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますけれども、まずは全役場を挙

げて、その中で対応を図ってまいりたいと考

えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） いまだかつて取り組

んだことのない、基本的に１６歳以上の全町

民を分母とした取組になります。もちろん、

強制ではありませんので、受けたくないとい

う方々が一定数出るのは当然ですけれども、

町民が手を挙げたときには遺漏なく接種がで

きるということを想定されていると思います。 

 先ほど、一部は推計値でしたが、重点的に

接種を受ける方の実数を確認しました。問題

は、それ以外の１６歳以上の全町民というこ

とになると、本当に膨大な数字になってまい

ります。知らせること、希望をしっかり調整

すること、あるいは出かけていかなければワ

クチン接種ができないということもあります

ので、その点については、ぜひ緊張感を持っ

て進めていただければと思います。 

 次の点に移りたいと思います。 

 介護老人保健施設及び介護老人福祉施設

等の高齢者施設従事者への接種については、

施設入所者と同時に接種を行うということで

あります。この対象施設は幾つもあるのだろ

うと思うのですが、高齢者というくくりから

いけば、相当早い段階の接種になるのだろう

と思うのですけれども、これを実施するに当

たっての課題はありますか。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） ただいまの

御質問でありますが、介護老人保健施設につ

きましては、施設内で実施するということで、

今後、具体的な協議に入るところですが、入

所者数はそれぞれ１００名程度いらっしゃる

ということで、従事者も同等数以上の方がい

らっしゃることを想定しております。 

 体制を検討していく上で、ワクチンの納入

がどれくらいあるかが一番難しい点となって

おりますので、ワクチンの納品状況を確認し

ながら、どれくらいずつ接種をしていけるの

か、施設と協議しながら、医師会の協力もい

ただきながら進めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 全体に関わる問題で

すが、１瓶から６回取るということで対象人

員をあらかじめ割り当てていくことになって

いると思いますけれども、端数が出た場合の

処理についてはどうなるのか。 

 最近は、うんと低温にしなければならない

ということでもなさそうだということですが、

町民からすれば、手を挙げれば余った分を早

く接種してもらえるのだろうかということで

すが、残余の取扱いについてはどのようにさ

れるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） ワクチンの

残余についての御質問ですが、ワクチン接種

の予約につきましては、コールセンターに委

託をする予定でおりまして、ワクチンの納入

に見合った予約数を取る予定をしております。 

 その中で残余が出た場合には、どういう体

制を取ればワクチンを無駄にせずに接種でき

るのか、集団接種の場合であれば希望する方

がすぐに来て接種ができる体制を考えるのか、

そういうことが起きない体制をどう取るのか、

職員を動員するのか、それはいろいろな工夫

があるかと思いますが、ワクチンが無駄にな

らないような、接種体制も含めた詳細につい

ては、今後検討していきたいと考えておりま
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す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） ワクチンの供給がど

うなるのか、現状では非常に不確定要素を持

っていて、円滑な接種の状況については、ど

なたも大丈夫だとは言えない状況の中で進め

られるということで、そこは神経をとがらせ

ながら実施していただきたいと、期待を込め

て申し上げたいと思います。 

 そこで、これはワクチン接種に全く関係が

ないわけではないのですが、必要なところに

ＰＣＲ検査を行うということの質問をしたい

と思います。 

 第１回目の答弁で、ＰＣＲ検査に対する補

助については、民間の検査機関による検査を

前提として、医療従事者、高齢者施設の入所

者及び従事者を対象に行うということで、取

りあえずほっとしております。 

 ワクチン接種の目的は、接種した本人が感

染する可能性はあるが重症化しない、発症を

防ぐということで、一定の数値も出されてい

るわけです。しかし、コロナウイルスを他人

に感染させる可能性については知見が得られ

ていないということなので、大変大事な取組

になるのではないかと思っています。 

 私どものしんぶん赤旗の調査が先月１２日

付で行っているのですが、全国１８都府県で、

高齢者施設などの社会的検査を開始するとい

うことです。今後、実施計画があるという７

県を含めれば２５の都府県ですから、４７分

の２５となります。これは、いずれも３月中

にという国の方針に基づいているのですが、

高齢者施設などでの検査が一斉に始まりま

す。 

 そこで、私は幾つか調べてみたのですが、

例えば、札幌市では、３月から高齢者施設、

障がい者支援施設、療養病床がある医療機関

など、合計５８０か所で、４万２,２００人を

対象にして、月１回のＰＣＲ検査を半年間行

うことを決めたようでございます。 

 ＰＣＲ検査は、いろいろな説があるのです

が、一般的には繰り返し実施する必要がある

と言われています。美幌町にも高齢者施設は

幾つもありますので、対象となる施設等は具

体的にどこなのか、また、検査はどういう間

隔で行われるのか、期間的にはいつ頃までや

られるのか、このことについて再度お聞きし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますけれども、高齢者施設の従業

者の検査の徹底についてということで、厚生

労働省からも通知が来てございます。 

 それを基に、町といたしましても、町内の

高齢者入所施設、具体的には介護老人福祉施

設、介護老人保健施設、そのほか、グループ

ホーム等、障がい関係の入所施設等を対象と

現在考えてございます。 

 対象者については、従業員、入所者という

ことですが、例えば、新規に入所する方や、

従業員であれば町外に行ってこられた方も対

象とするほか、施設として検査したいという

場合は、最初の答弁で申し上げました民間の

検査キットを考えております。施設側が自分

たちでキットを購入して検査をし、その費用

を町として助成してまいりたいと考えており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） ＰＣＲ検査は、高齢

者施設等では、反復、継続してやらざるを得

ない状況にあると思うのですが、どのぐらい

の間隔で、どれくらいの期間でやる予定なの

かをお聞きします。 

 あわせて、検査は１人につき１検体でやる

方法ももちろんありますが、国でも、一般的

にはプール方式の検査が結果的には安上がり

になるということです。現段階では、４検体

をプールして費用を４分の１程度にすること

ができているということで、実施例も幾つも

あるのですが、町としては、もちろん創生臨

時交付金を当てにしてやるのだと思いますが、

限りがあるということから、できるだけ費用
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の節約が求められているので、プール方式に

ついても検討されていると思うのですが、そ

の辺の状況について、もし固まっているので

あればお示しをいただきたいのです。 

 あわせて、従来、検査の精度を高めるため

には、唾液では駄目だという時代がありまし

たが、今日では、他人へのくしゃみなどでの

接触も避けられるし、精度はより高いという

ことで、いろいろな研究者の中から、唾液で

安全に検体を取れるということで、唾液を使

ってやるべきだという見解が主流になってき

ているということで、取り方などについても、

既に明らかになっているのであればお示しい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの検査

の間隔についてですけれども、今考えており

ますのは、強制的に毎月１回ということでは

なくて、施設側が必要と判断して実施した検

査に対して助成をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、検査方法につきましても、国ではプ

ール方式を補助の対象にしてもいいという通

知があったところですけれども、今考えてお

りますのは、民間の検査キットによる検査を

考えておりますので、あくまでも１人１検体

での検査を考えているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 高齢者施設等の希望

がどういう状況になるのかということも、も

しかしたらこれからなのかと思いますが、国

で示しているもので言えば、特別養護老人ホ

ームや、美幌町にはありませんけれども、養

護老人ホーム、軽費老人ホーム、あるいは介

護老人保健施設、認知症グループホーム、サ

高住も美幌はないと思いますが、結構広い範

囲で認められています。 

 それに加えて、美幌町としては、医療機関

についても対象とするということなので、い

つをめどにこの制度がスタートできるのかと

いうことも含めて、現状で構想されている高

齢者施設、医療施設も含めたＰＣＲ検査徹底

の始まりはおよそいつ頃と想定されているの

か、お示しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの検査

の開始時期ですけれども、新年度からと考え

てございますので、新年度の早期に検査でき

るように進めてまいりたいと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） コロナウイルスワク

チンの全町民といいますか、１６歳以上を対

象とした接種と、美幌町としては初めて、医

療従事者、高齢者施設等の入所者を含む従事

者への検査が始まるということです。今のと

ころ、発症の事例は出ていない町ですから、

今後の安全の大きな担保が取れると思います

ので、大変な状況だとは思いますが、ぜひ積

極的に進めていただきたいということを申し

上げて、次に移りたいと思います。 

 コロナ禍における生活保護の実施状況につ

いては、最初の答弁で、美幌町は例年の趨勢

で推移しているということだと思いますが、

私はそのことを危惧しています。 

 国が全国民に対して一律の給付金を考えた

り、飲食店などをターゲットにして協力金を

出すということで、景気の落ち込みも大変で

すし、大量の失業者も出ている状況の中で、

国もようやく重い腰を上げて、厚生労働省の

ホームページで、生活保護の申請は国民の権

利です、生活の保障のために生活保護を活用

してくださいと呼びかけたり、通知も出され

たりしています。 

 答弁の中で、確かに美幌町は実施機関では

なくて、決定するのは北海道であり、オホー

ツク総合振興局ですが、北海道でもし変わっ

ているとすれば、昨夜、北海道のホームペー

ジで見たところ、扶養義務者に対する調査に

ついては変わったと思います。扶養を期待で

きる方に対して、その扶養能力を調査するこ

ととされていますというところが少し変わっ

たと思います。 
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 どこが変わったのかと見ていたのですが、

せいぜいそれくらいで、オホーツク総合振興

局のホームページにはこの部分が一切ないの

です。 

 厚生労働省は、都道府県や政令指定都市な

どに対して、このような取扱いをしなさいと

言っているのですけれども、肝心の国民には

何が何だか分からないということなのです。 

 従来から、生活保護の申請をすると、親や

兄弟、おじさん、おばさんも含めて、あなた

は面倒を見られないのかという通知が行くの

で、恥ずかしくてとても申請できないとか、

車を処分しなければ生活保護を受けられない

から、とても大変で苦しくても生活保護の申

請はしないとか、生命保険を解約しないと受

けられないなどで、やはり踏み切れないとい

う例がずっとあるのです。 

 そういう現場に対して、厚生労働省の連絡

文書は、申請をためらう状況にある人たちに

は届かないという中身となっています。窓口

は美幌町役場なので、多分、見ておられると

思いますが、いかがでしょうか。これをもっ

て、国民の権利として、大変なときには生活

保護を受けようという気になるのでしょうか。

いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御質

問でございますけれども、議員がおっしゃっ

たように、町は相談窓口ということで、オホ

ーツク総合振興局の指示に基づきまして、相

談を受けましたら、振興局に確認しながら対

応してまいります。 

 また、相談票も振興局の様式に基づいて記

載しながら、不明な部分を整理して、他の制

度を活用できなければ生活保護の準備という

ことで、申請書類などをそろえて事務手続を

進めているわけでございます。 

 今回、コロナ禍という中で、令和２年４月

から２月までの分でありますけれども、申請

数が１４件ございました。 

 お話を聞かせていただいて申請している状

況でありますが、そちらの対象にならなかっ

た部分につきましては、収入状況とか、従来

の形で取り扱わせていただいた後、対象とな

らなかった、もしくは本人が申請を取りやめ

たということがございまして、コロナ禍にお

いて保護の対象となり開始された方は、振興

局に確認したところ、いなかったということ

です。 

 議員がおっしゃるように、厚労省からの通

知が北海道にも届いていることは確認してお

りますし、そちらの運用はほとんどが従前も

取扱いされてきたという内容でございまして、

それ以外の新たに追加された部分についても

確認させていただきまして、車の所有期間の

延長などですが、そういった対象はなかった

ということで、生活保護の相談にお越しくだ

さる町民に対しましては、安心と言い切れる

かどうかは難しいのですけれども、まずはご

相談いただける状況をつくっていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 時間がもうありませ

んので、申請に行くことがためらわれる状況

に置かれている人たちに対して、令和３年１

月２９日の事務連絡は、今までも連絡してい

るけれども、より徹底してほしいということ

で、言ってみれば再三の通知です。 

 その中身は、稼働能力の活用についても機

械的にしない、あるいは自動車の保有につい

ても、一時的な収入の減少で必ず必要とされ

るような状況が想定されれば持っていてもい

いですよと、保険の取扱いについても同様の

ものがあります。 

 今までは、働く能力があるのだから働きな

さいということで、窓口で帰されることが結

構ありました。美幌町でという意味ではない

です。そういう状況の下で、こんなにつらい

思いをするのであれば行かないと諦めている

方が、美幌町を含めてオホーツク管内全域に

基本的に存在しているのだと思います。 

 私は、できるだけ多くの方にこの中身を分

かってもらうということが必要だと思います

ので、何かの方法でＰＲできないかと思うの
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ですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますが、国からも、再度、そうい

った保護に該当するようなときにはきちんと

説明をしなさい、不適切な対応をしないよう

にという通知がございますので、町といたし

ましても、今後ともその辺をしっかり周知し

ながら、そして、民生委員等も通じて住民に

不利益がないように周知してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、３番大江道

男さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１３時３０分といたします。 

午後 ０時１１分 休憩 

─────────────────── 

午後 １時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君）〔登壇〕 私は、

さきに通告してあります３点、３項目につい

て質問いたします。 

 まず１点目は、峠の湯びほろの環境整備に

ついてです。 

 峠の湯びほろの浴場の安全対策について。 

 峠の湯びほろは、開設から２４年が経過し、

劣化が著しい箇所を修繕しながら現在に至っ

ています。根強いファンも多く、町の施設で

は来場者が一番多い、町民に愛されている施

設であると思います。 

 ただ、利用される高齢者の中には、足腰が

弱くなり、滑りやすい洗い場を歩くのが怖い

との声が聞かれます。マットなど、何らかの

工夫で洗い場の安全確保対策を取るべきと考

えますが、町長の考えをお聞かせください。 

 ２点目は、衛生行政についてです。 

 ごみ処分の考え方について。 

 第Ⅲ期埋立処分場残余容量調査から、計画

より使用期限が早まるとの結果が示されまし

た。今後は、今まで以上にリサイクル等に取

り組まなければならないと考えます。 

 例えば、樹木の剪定による伐採木の資源化

や、優良な資源が含まれている紙おむつのリ

サイクルなど、広域的に取り組むことも視野

に入れ、調査研究を進めるべきと考えますが、

町長の考えをお聞かせください。 

 ３点目は、教育行政についてです。 

 美幌高校生の資格取得への支援について。 

 美幌高校の生徒確保については、近年の少

子化もあり、近隣市町と競い合っている現状

です。美幌高校には、普通科、生産環境科学

科、地域資源応用科があり、それぞれ多くの

資格を取ることができますが、資格取得には

個人の金銭的負担が必要となることから、こ

れらを支援することで、美幌高校の魅力化を

図ってはと考えますが、考えをお示しくださ

い。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 岡本議員の

御質問に答弁いたします。 

 なお、教育行政につきましては、後ほど教

育長から答弁いたします。 

 峠の湯びほろの浴場の安全対策についてで

すが、峠の湯びほろにつきましては、平成８

年１２月にオープンして以来、町民の健康増

進や町の観光、地域間交流の施設として、年

間１０万人以上の方に利用いただいている美

幌町の主要な公共施設となっております。 

 既にオープンから２４年が経過し、施設の

老朽化は進んでいるのが現状ですが、指定管

理者の適切な維持管理の下、利用者の皆様の

安全を第一に考えた運営を行っていただいて

おります。 

 御質問の洗い場の安全確保対策についてで

すが、温泉の泉質では、アルカリ度が強くな

るほど滑りやすいと言われており、峠の湯の

泉質は弱アルカリ性であるため、若干滑りや

すくなっているものと思われます。 
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 現指定管理者は、これまで安全対策として、

様々な洗剤を試しながら清掃しておりますが、

なかなか効果が見られないことから、現在は

浴室内の出入口等の一部にマットを敷いて対

応しております。しかしながら、洗い場にマ

ットを敷くと、体を流した後の石けんが残っ

てしまうため、滑りやすくなってしまうこと

や、衛生上の観点からも、出入口等の一部に

敷いているのが現状であります。 

 また、現指定管理者は、日常の丹念な清掃

により滑り止めに努めているほか、最近では、

清掃用具の素材を見直すなど、工夫すること

で一定の効果が出ていることから、現在、そ

の効果の持続性を検証していると聞いており

ます。 

 このように、現指定管理者において、常に

安全対策を講じた運営を行っていただいてお

りますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、ごみ処分の考え方ですが、現在運用

している第Ⅲ期埋立処分場は、平成２４年４

月供用を開始し、平成２７年１０月より埋立

てを開始しております。 

 昨年３月以降、直接搬入ごみが増え、昨年

１０月に第Ⅲ期埋立処分場残余容量調査を実

施した結果、今後もこれまでと同様の埋立て

を行った場合、令和６年２月頃に埋立完了と

なる見込みであることから、今後において、

第Ⅲ期埋立処分場の延命化対策が求められて

おります。 

 御質問の樹木の剪定による伐採木の資源化

についてですが、公共施設等で支障木の剪定

を行うなど、伐採木が発生した場合、有効活

用できると思われる部分については、町内の

牧場に伐採木を持ち込み、牛舎内の寝わら、

牛の寝床として再利用しておりますが、伐採

木の程度により受入れが難しく、一般家庭か

ら排出される全ての伐採木の資源化を行うこ

とは難しいと判断しております。 

 また、優良な資源が含まれている紙おむつ

のリサイクルについてでありますが、本町で

は、乳幼児、高齢者、障がい者世帯などの負

担軽減を図るため、家庭から出されるおむつ

類のごみについて平成３０年１月から無料収

集を行い、埋立処理を行っておりますが、高

齢化に伴い、大人用紙おむつの消費量は年々

増加しております。 

 先進自治体では、分別収集した使用済み紙

おむつを殺菌等の衛生的処理をした上で、再

生利用、熱回収に取り組む事例もあることか

ら、環境省が示した使用済み紙おむつの再生

利用等に関するガイドラインを参考に、今後、

調査研究してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 岡本議員

の御質問にお答えいたします。 

 本町においても、少子化傾向に歯止めがか

からず、中学校の卒業者数は減少が続く中、

美幌高校の生徒募集確保は大変厳しい状況に

あります。 

 現在、普通科は徹底した個別・集団指導体

制による公務員・進学対策プロジェクト、農

業科は、地域の特色を生かした教育活動に取

り組んでおります。 

 このような魅力ある美幌高校に対して関心

を高めてもらうため、令和３年度においては、

全国から生徒募集を展開する地域みらい留学

制度を活用した新たな取組を進めていきたい

と考えております。 

 御質問の資格取得への支援については、高

校の魅力化を図る手段の一つとして理解して

おり、これまでも検討してまいりましたが、

令和３年度においては、喫緊の課題である入

学者確保に向けた入り口部分の取組を最優先

させることとしたところであります。 

 今後の中学校卒業者数の推移を見据えて

も、厳しい状況に変わりはありませんが、引

き続き美幌高校とともに、北海道美幌高等学

校教育振興対策協議会や関係諸団体と連携し

て、生徒募集活動を充実させ、一人でも多く

の入学者を確保するため尽力してまいります

ので、ご理解賜りますようお願いいたします。 
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 以上、お答え申し上げました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） それでは、順序

が違いますけれども、３番の教育行政につい

てから再質問していきたいと思います。 

 答弁では、令和３年度生徒募集より、地域

資源応用科の道外入学者枠が２名新設され、

生産環境科学科と合わせて４名が道外より受

入れ可能となったということです。これは、

入り口のところを重点に考えていったという

ことですけれども、今後は、全国展開する地

域みらい留学制度を活用した新たな取組を進

めていきたいとの考えですが、人口減少や将

来的な関係人口をつくるという広い考えでは

必要とも思える制度ではないかと私は思って

います。 

 しかしながら、皆さんもご承知のように、

全国から生徒を集めていた余市の北星高校だ

と思うのですけれども、そこがここ２年ぐら

い、生徒募集の危機的状況があるということ

です。私はそれを見ていて、全国展開して、

特色を打ち出して生徒募集を行っても難しい

ものなのだなと思いました。 

 ただ、美幌高校に対する支援は、年々増加

しています。地元の高校を守るという意味で

は、平野町長になって、より前向きになった

と思いますし、私は大変喜ばしいことだと考

えています。 

 入り口の入学者増のところに力を入れてい

きたいということですけれども、令和２年度

発行の美幌高校の入学案内を見ますと、入学

した生徒に対する資格取得に非常に重点を置

いているように思います。 

 皆さんは目にしたことがあるかもしれませ

んけれども、この案内を見ますと、例えば、

コース別に取れる資格がはっきりと書かれて

おります。 

 私は、今までも美幌高校を注視してきまし

たけれども、取得可能な資格とそれを指導す

る先生方をはっきりと打ち出した案内という

のは初めてだと思います。例えばどのような

資格があるかというと、普通科コースの商業

一般コースでは、漢字検定、数学検定、英語

検定、珠算・電卓実務検定、簿記、文書、情

報処理、商業経済検定等、１,５００円から５,

０００円、６,０００円とか、１万２,６００

円とか、結構な金額がかかるのです。 

 これも入学案内のとおり、商業一般コース、

特別進学コース、また、生産環境科学科では、

たくさんの資格が取れますし、資格を取れる

ように先生方も応援するということです。こ

の資格を見ますと、本当にお金がかかって、

多いときには１０万円から２０万円もかかる

というのです。一つずつ調べたらどのぐらい

の金額かは分かります。 

 昔は、手に職をつけなさいとか資格を取り

なさいとよく言われましたけれども、子供た

ちの将来を考えると、しっかりとした資格を

持たせるということは、長い目で見て、人生

を応援するという意味で、非常に価値がある

のではないかと思っています。 

 全国的に生徒を集めることも大切ですけれ

ども、一番の近道は、美幌高校はいいよ、だ

からあなたたちもおいでと、部活の先輩が北

中や美中の生徒に言っていただけるような状

況をつくることが大切だと思っています。 

 教育長は、もちろん美幌高校の先生方と話

す機会もあると思うのですけれども、その辺

のところをどのように捉えているか、お聞か

せください。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいま岡本議員

からお話がありましたように、先輩の声を後

輩に直接聞いてもらうことは、非常に重要な

ことだと思っております。 

 これまでは、教職員が中学校に出向いて説

明の場を設けておりましたけれども、志願者

がなかなか増えないという現状を捉まえまし

て、やはり先輩の生の声を聞いてもらうのが

生徒たちに一番伝わるのではないかというこ

とで、昨年からこういった取組を進めている

ところです。 
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 また、資格取得の関係は、今、議員からも

お話がありましたけれども、確かに資格取得

は、生徒の進路実現とか、将来生活していく

上でプラスとなり、結果的に高校の魅力化に

つながる非常に重要な要素であることは重々

理解しております。しかしながら、限られた

財源の中で町が補助する場合には、この資格

が必ず取れるので美幌高校に行くというよう

な、例えば、美幌高校に行ったら、全員が英

語検定２級を取れるというのは本当に魅力で

すけれども、生徒募集に結びつくかどうかの

視点で、今回、予算化は見送ったという状況

でございます。 

 美幌高校につきましては、既に公表されて

いる計画の中では、令和５年度に１間口削減

という案が出ているところですが、このよう

な状況の中で、令和３年度、令和４年度の入

学者をいかに確保するか、まさに今、正念場

の時期を迎えている状況でありますので、こ

のような判断をさせてもらったということを

ご理解いただければと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） 資格取得は生徒

の人生において重要ではあるけれども、予算

の問題があるということです。 

 例えば、英語検定でも、生徒によっていろ

いろだと思います。そこまで取る人とか、取

れない人とか、そういう温度差はあると思い

ますけれども、挑戦する者にはそれなりの応

援をしてあげたいと思っているのです。 

 それは、生徒自身も一生懸命でなければな

らないし、何よりも指導者の熱意が大切だと

思います。 

 今、３年生の父母の話では、受験に対して

も先生方は非常に一生懸命やってくれて、本

当に頭が下がるぐらいということでした。そ

れは、いい意味での危機感もあるのかもしれ

ませんけれども、非常にいいときを迎えてい

るなと私は感じています。 

 ただ、これは予算が絡むので、必ず取れる

ものではないということですが、例えば全額

ではなくても、もっと知恵を絞って応援して

あげる方法が考えられないかと思っています。

予算に絡むことなので、ぜひ町長の考えもお

聞かせ願いたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの資格の

予算の関係でございますけれども、私どもと

しましては、あくまでも選択と集中というこ

とで、今回は間口確保に重点を置いたため、

資格取得の助成については見送ったというこ

とです。ご理解いただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の予算について

は、今、教育長に言っていただいたとおり、

教育委員会としっかり協議した中で、最終的

に教育委員会として、今、言われた選択と集

中という中において予算を計上したものであ

ります。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） 隣町から比べる

と、美幌高校に対する町の予算はそんなに多

いとは感じていません。 

 ただ、予算を出すだけが解決策ではないと

十分に考えているつもりです。 

 しかしながら、間口削減と言われています

ので、町として、やれることはやりたいと考

えています。 

 生徒が少なくなるのは目に見えています。

今、生まれる子供が１００人を切るという時

代ですが、お金が全てではありません。回り

くどい言い方をしますと、美幌高校に対して、

町の注目度もだんだん上がってきていて、そ

れは大変いいことだと思っています。ここで、

もう少し予算を増加して、来年、再来年、一

人でも多くの生徒を集めると。そうでなけれ

ば、何かもっと違うものを持っているのか、

別な考えがあればお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 
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○学校教育主幹（遠藤 明君） 御答弁申し

上げます。 

 令和３年度予算につきましては、農業科は

これまで町外者のみ１０万円という形にして

おりましたけれども、農業科の場合、実習服

とか普通科よりも倍近くかかるということで、

町内からの農業科入学者に対しましても、５

万円をオンした１０万円という取組もしてお

りますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） 先ほどから言っ

ていますけれども、年々増えてきているのは

十分承知しています。ただ、先生方も、指導

して取らせてあげたいという熱意があるもの

ですから、それに答えるべきではないかと思

っていまして、今日の質問ですぐに、はいと

いうわけにはいかないかもしれませんけれど

も、ぜひそこを頭に入れて考えていただきた

いと思っています。 

 そのほかに、町としてはどういうことがで

きるかということも大切だと思いますし、協

議会もつくっていますけれども、そういうと

きに先生方も発信しやすいような状況をつく

ってあげるということも、学校を見守ること

の一つではないかと思っております。 

 教育長、その辺のところで何かありました

らお願いします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 美幌高校との連携

は、常日頃行っております。 

 具体的には、昨年から町の校長会議に美幌

高校の校長も参加していただいて、美幌高校

の現状を小中学校の校長に対しても広くＰＲ

しているとともに、問題をお互い共有しなが

ら、どういった支援できるかということを日々

協議している中でございます。 

 生徒募集につきましては、これまでも町内、

町外とやっておりますけれども、さらに今回

は地域みらい留学ということで、道外に幅を

広げているという状況であります。 

 議員おっしゃるように、ありとあらゆるこ

とをしながら募集対策に取り組んでいる状況

でありますので、今後の事業につきましては、

１回目にお答え申し上げましたとおり、振興

対策協議会や関係者団体等と連携しながら、

オール美幌体制で今後も取り組んでまいりた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） 次に、峠の湯び

ほろについてです。 

 峠の湯びほろの安全対策について。 

 答弁にもありましたように、峠の湯の浴槽

の出入口に３枚半ぐらいの広いマットが敷い

てあって、それは滑らなくて非常に歩きやす

いです。そのマットは３枚半だから、そんな

に中のほうまでは入っていなかったのですが、

現管理者が非常に一生懸命やっているのは分

かります。 

 ただ、それぞれの湯船に行く動線に、例え

ば出入口にあるような大きなマットでなく、

細いものでもいいので、歩くスペースのとこ

ろだけに敷いていただければ、非常に歩きや

すいのではないかと思っていますが、それは

衛生上の観点から無理であるという答弁でし

た。 

 そして、清掃用具の素材もいろいろ試して

いるということで、それだけ一生懸命やって

いただいているということは私にも重々伝わ

ってまいります。ただ、効果の持続性を検証

しているという清掃用具の効果は利用者も分

かる形になっているのでしょうか。例えば、

前より滑らなくなったとか、そういう声など

はどうなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 商工観光主幹。 

○商工観光主幹（多田敏明君） ただいまの

御質問でありますけれども、清掃機材としま

しては、ポリッシャーという機械の先端にブ

ラシやパットを装着して回転させて清掃する

機材と、高圧洗浄水を吹き付けて洗浄する機

材を主に使用して清掃作業を行ってもらって

おります。 

 現在は、ポリッシャーの素材を見直して、
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試行という形ではありますけれども、清掃し

ていただいております。 

 お客様の反応として、特段よくなったとい

う声は聞いておりませんけれども、逆に滑っ

て危ないという話もないようですので、継続

して清掃していきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） お客様の声はま

だ聞いていないということですけれども、や

はり、２４年経過すれば、タイルの目地もだ

んだん浅くなってくると思うのです。そんな

ことで余計に滑りやすくなると思いますし、

女性はシャンプーを結構使ったりしますので、

そういうことで滑りやすくなるのだろうと思

います。 

 峠の湯というのは、健康増進はもちろん、

レジャー施設を持たないこの町で、唯一、子

供からお年寄りまで楽しめる場所であると私

は考えていますが、この考えは同じだと思い

ます。 

 例えば、遠く離れたところにいる息子さん

が帰ってきたときに、峠の湯に連れて行って

くれたとうれしそうに話す高齢の方の話を聞

いて、少しでも高齢者が安心して入浴できる

ように考えてあげるべきではないかと思って

います。 

 例えば、家の中でも浴室の事故が多いとい

うことですけれども、例えば、自分の親が自

宅の浴室で転ばないようにするためにはどう

したらいいかという視点に立ち返ることも必

要だと思います。 

 私は、峠の湯を見ると、手すりが意外と少

ないと思いますし、椅子についても、もう少

し安定性のあるものがあってもいいのではな

いかと思っています。 

 何年前でしょうか、靴を脱いで上がるとこ

ろに手すりがつきました。あれは、高齢の方

だけではなくて、誰もが使いやすいと感じて

います。靴を履き替えるときに、横に物を置

くものがあったり、手すりがあるというのは、

高齢者だけではなく、誰もが使いやすいもの

だと感じています。 

 交流促進センターという名のとおり、そこ

に行っている人たちがお湯友をつくったり、

待ち合わせなどをして交流もしているようで

す。 

 一方で、やはり中を歩くのが大変になって

きて、残念だけれども、来なくなった人が３

人いるという話を聞きましたので、少しでも

長い間、峠の湯を使っていただけるようなこ

とを考えられないかと思っています。 

 経済部長も経験していらっしゃる町長から

答弁されることがありましたら、再度お聞き

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、峠の湯に入浴さ

れる方の安全性という部分でいろいろなご意

見をいただきました。いただいたご意見につ

いて、しっかりと検討できるか、それは考え

たいと思っています。 

 滑るということに対しては、マットを敷く

ことが一番いいかもしれませんが、衛生面と

か、維持管理上とか、それを固定するのかと

いうことを考えると、ほかに何かいい方法が

ないか、今、一生懸命考えていただいている

ことであります。 

 先ほど担当から言いましたように、清掃の

ときにブラシをかけるのですが、逆に磨きを

かけてしまうので、パットといいますか、ワ

ックスを削るときのように、表面を少し滑ら

ないようにしたほうがいいだろうということ

で、感覚的には滑りは解消されていると感じ

ております。 

 ただ、経年劣化により、タイルの目地が浅

くなっていて、そこが滑るということであれ

ば、タイルではない鉄平石のところをざらざ

らにできないか、検討しているところです。 

 ですから、提案にあったようなマットはや

らないということではなくて、衛生の面も考

えながら、利用される方が従来の形で使って

いただくための努力はしていきたいと思って

おります。 

 今、ご意見をいただいたことについては、
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できるものとか、これがあったらいいとか、

皆さんの意見を聞きたいと思います。全てを

できるわけではないですけれども、これは優

先したほうがいいというものについては、指

定管理者としっかり協議していきたいと思っ

ております。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） ぜひ、高齢の方

も、体が弱い方も、少しでも長くお風呂を楽

しめるような体制を構築していただきたいと

思います。いろいろ考えていただいていると

いうことですので、期待をして、この質問を

終わらせていただきます。 

 次に、衛生行政について伺います。 

 ごみ処分の考え方ですが、このことについ

ては、前に２人の議員がお尋ねしていますの

で、なるべく重ならないようにしていきたい

と思います。 

 伐採木の一部が牛の寝わらに使われている

ということで、全部とは言わなくても、再利

用するというのがいいと思います。幾ら埋立

てとはいえ、自然に返る時間が速いものとプ

ラスチックのように遅いものを一緒に埋め立

てるということに対しては、前々から違和感

を持っていました。 

 また、ここ１０年くらい、町の中を見渡し

ても、知り合いの家を思い浮かべても、大き

な木については、きれいに手入れができなく

なるからということで伐採してしまって、結

局、軽トラで数回に分けてごみ処分場に持っ

ていっているのです。 

 そういうのを見ていますと、もっと違うこ

とができるのではないかと思います。私自身、

ごみを直接搬入したことがありますけれども、

例えば、鉄くずは報徳に持っていって受け入

れていただきます。一般の人も、鉄くずはそ

こで受け入れてくれると言えば、皆、運んで

いくのです。 

 今後のごみ処理を考えたときに、木材につ

いても、そのような体制を整えてあげること

はできないかと思っています。 

 その辺は、すぐにどこかが受けますという

ことにはならないでしょうけれども、伐採木

は、重量もそうですが、かさもすごくあると

思います。その辺はどのように捉えています

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御質

問でございますけれども、１回目の答弁で申

し上げておりますとおり、町の公共施設とか、

河川周辺の樹木とか、公園道路等の街路樹の

剪定を行ったものにつきましては、現在、町

内の牧場に直接持っていって、そこで利用し

ていただいている状況でございます。 

 一般家庭から排出される伐採木全てを持ち

込むのはなかなか難しいと考えておりまして、

例えば、今、岡本議員がおっしゃった、木を

１か所に置いておいて再利用するという処理

についても、草木ですから発酵することによ

って発火して火災になる可能性もありますの

で、現時点では難しいかと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） 伐採木といいま

しても、例えばアカシヤはトゲがありますし、

一つ一つの木々の違いを考えれば、そう簡単

にはいかないかもしれません。また、今言っ

たように、１か所に置いておくと火が出る可

能性もあるということで、素人が考えるより

も難しいのだなと思いました。 

 ただ、先ほど上杉議員も質問していました

けれども、先進地は必ずありますので、先進

地の事例などをもっと勉強して取り組む必要

があるのではないかと私は考えています。北

海道は広い土地で森林も多いからそうしてい

るのかもしれませんけれども、もっと再利用

することができるのではないかと考えていま

す。 

 話はそれますけれども、例えば、峠の湯で

使っているチップボイラーです。テレビを見

ていたら、東京のお風呂屋さんが、大きいま

まの木をくべて風呂を沸かしていたのです。



－ 150 － 

それを見たときに、チップボイラーで、大き

な木を小さくして乾燥させて、高いストーブ

を外国から買ってきて燃やすのではなくて、

もっと原点に戻ったらいいのではないかと思

ったのです。カーボンニュートラルとかいろ

いろな問題はありますけれども、自分のとこ

ろから出たごみをさらに燃やしたりというこ

ともできるのではないかと思うのです。今ま

では、ただそういう発想を持たなかったり取

り組まなかっただけではないかと思っていま

す。 

 ですから、難しいことはあるかもしれませ

んけれども、より深く勉強していくのがいい

のではないかと思っていますけれども、その

辺のところはどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、担当から伐採木

を全て利用し切るのは難しいという話をさせ

ていただきました。 

 ただ、思いとしては、いろいろなことに使

えるということは担当ともいろいろと話して

おります。 

 ですから、例えば、ある程度太さを限定し

ていれば、敷きわらという形で、畜産農家で

は、チッパーという破砕する機械は高額なの

であまり持っていないのですが、規模が大き

いところは、今、敷きわらという形では手に

入らないので、補助でチッパーを入れて、木

を提供してくれたらどんどん受け入れますと

いうことです。 

 ただ、機械の構造上、何でもかんでもとい

うわけにはいかないときに、木の枝の太さな

どでも分類するのですが、一番問題になるの

は、枝葉のところをどうするかなのです。 

 私が経済部長のときに、林地残材でペレッ

トを作るというシステムを国の１００％補助

でやらせていただきましたが、そこで問題に

なったのは、葉っぱなどはなかなか固形化で

きなかったということです。 

 考え方としては、今後、本当にみんなでご

みを減量するというのであれば、堆肥化に持

っていける話なので、木を全部使い切ること

は可能だと思うのです。 

 ただそのときに、それに対する投資をどこ

までオーケーにするか、ここがポイントだと

私は思っております。 

 それから、峠の湯のチップボイラーについ

ても、全額補助で入れました。もともとドイ

ツのボイラーで、今はチップを燃やしている

のですけれども、大きな木を直接入れて燃や

せるボイラーではあります。継続的に使わな

ければ、太い木をどんどん入れて燃やせるボ

イラーではあるのですけれども、現実的にそ

れは人の手ではできないので、チップを自動

的に送り込んで燃やしている仕組みです。 

 これも、結果的に二酸化炭素を出している

のですけれども、トータル的に木をきちんと

有効利用しているということで、カーボンオ

フセットの中の分類として今も注目されてお

ります。 

 繰り返しますけれども、私どもの担当も何

とかしたいという思いはあるのですが、今の

段階であれもこれも買って、それを減らしま

しょうというところまでは至っておらず、今、

私どものスタッフと研究しているところであ

ります。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） ぜひ研究を続け

ていただきたいと思います。 

 長い目で考えて地域をどうするかというこ

とは、住民もある程度は理解していただける

のではないかと思っています。 

 次に、紙おむつについてです。 

 紙おむつの分別回収とかリサイクルについ

ては、平成２６年１１月に、私が委員長だっ

た経済建設委員会で、福岡県大牟田市へ視察

に行っています。 

 そのときにいろいろと勉強させていただい

て、私が口頭で委員会報告をしているのです

が、大牟田市のトータルケア・システム、こ

れは今でも稼動していて、ネット検索でもち

ゃんと出てきますけれども、限りある資源の

有効活用と地球環境保護のため、全国で初め
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て紙おむつの分別回収、リサイクルに取り組

んでおり、使用済み紙おむつから固形燃料、

建築資材、土壌改良材を製造しています。高

齢社会による紙おむつの需要増加は、生産時

のパルプ使用量の増大に伴う森林破壊や廃棄

時のごみ処理に伴う環境破壊を招くことから、

紙おむつのリサイクルは、環境負荷の軽減を

図り、資源循環型社会の形成のために、美幌

だけではなく、広域的な取組を検討すべきで

あると報告しています。 

 答弁にもありましたように、環境省でも令

和２年３月に紙おむつに関する再生利用のガ

イドラインが発表されています。 

 私も、介護の手伝いをしますと、大人用紙

おむつが非常に増えているのです。 

 １００床以上の高齢者施設があり、子供は

１００人弱生まれています。子供は３歳ぐら

いまで紙おむつをしますが、子供の紙オムツ

より、大人のほうがどんどん増えていって、

量的には大人のほうが多いのではないかと思

います。 

 そして、非常にかさばって重いということ

で、環境省のガイドラインでは、どのぐらい

の割合を占めるかということも出ています。 

 例えば、紙おむつは、し尿を吸収すると重

量が４倍ぐらいになるとか、紙おむつについ

ては上質パルプが５２％、樹脂が２８％、ま

た高分子吸収剤とか、きっと皆さんも調べて

いるのではないかと思っていますけれども、

やはり資源として有効であると思っています

し、北見でも取り組んでいるのです。北見の

高齢者施設で取り組んでいるところがありま

して、１日に６００キログラム処理すること

ができるようです。使用済み紙おむつの燃料

化装置導入のための補助もあるようですので、

今後、このことについてもぜひ取り組んでい

ただきたいと思います。 

 先ほどのチップボイラーではないですけれ

ども、環境とか省エネルギーのことに取り組

んでいた町長ですが、紙おむつに関しまして

も何かご意見があればお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、紙おむつに対

する御質問をいただきました。私も、ごみ問

題については、埋立てが予定よりも早くとい

う中で、担当といろいろ勉強をさせていただ

いております。 

 今回、上杉議員と岡本議員から、具体的に

リサイクル率を上げたり、資源の再利用とい

う話の中で、私もいろいろ勉強させていただ

きました。 

 その中で、今回、環境省のガイドラインが

できたのはなぜかということを皆さんときち

んと認識しなければいけないと思っています。 

 何を言いたいかというと、他の町村では紙

おむつを処理できているところもあるのです。

どういうことかというと、それは焼却処分な

のです。 

 ですから、ガイドラインの最初に書いてあ

る背景としては、大人用おむつの消費量が

年々増加し、多くの市町村が廃棄物処理施設

において焼却処分をしている。このことに対

して、環境省というよりも国が、ＳＤＧｓを

考えたときに本当にそれでいいのかというこ

とと、２０１８年６月に閣議決定で第４次循

環型社会形成推進基本計画をつくって、その

中で、２０２５年までにガイドラインをきち

んとつくりましょう、要は、資源としてきち

んと扱いましょうということを確認し合って、

今回出されたのです。 

 その中で、視察に行かれたところもそうで

すけれども、基本的には、パルプの回収とか、

プラスチックの回収とか、熱回収、燃料製造、

これはペレットなどですが、それをどうして

いくかということを言われているのですけれ

ども、使った紙おむつに殺菌等の衛生的処理

をして再利用、熱回収というのは、現実的に

は厳しい状況にあります。 

 これを美幌町でという話になったときには、

単独ではできないだろうという気持ちを持っ

ておりますので、広域的な協議をさせていた

だく中で、おむつについては本当に焼却でい

いのかどうかという話もできればしたいと思
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っています。 

 今、国の動きとしては、そういうものを実

証実験している最中なので、それを美幌町で

やるということよりも、広いエリアで何か考

える必要があるかと思っております。言うな

らば、実証実験として手を挙げてやるような

ことであれば可能かと思っています。 

 この辺はしっかりしたいと思いますし、今

回、調査研究の中でいけば、ガイドラインに

紙おむつの排出量についての計算の仕方が出

ていますし、今後、どれだけ見込まれるかと

いう推計値も出せるようになっています。そ

れを担当で計算しながら、美幌町の状況を皆

さんに情報発信して、今回、ごみを減量する

という中で、まずはこういう方法があるとい

うことを皆さんに知っていただいた上で、世

界的な動きでもあるＣＯ２の削減の努力は、

私どもの町も少しずつやらなければならない

と思っております。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子さ

ん。 

○１１番（岡本美代子君） 今後、大人用紙

おむつはまだまだ増えるのではないかと思っ

ています。 

 今、紙おむつは改良されていて、私たちが

子供を育てた頃から見たら、非常に優秀にな

っています。それを捨てるときに、汚れては

いても、こんなに良質なものが入っているの

だなとつくづく思います。 

 先ほどあったように、捨てればごみ、分け

れば資源ということで、本州では大牟田市以

外にもいろいろなところで取組がされていて、

衛生面でも手を煩わせないやり方もあるとい

うことですので、今後、もっともっと研究し

ていただけるよう期待を込めて、質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（大原 昇君） これで、１１番岡本

美代子さんの一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１４時３５分といたします。 

午後 ２時２７分 休憩 

─────────────────── 

午後 ２時３５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第１３号から 

      議案第３６号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 議案第１

３号美幌町議会議員及び美幌町長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例の制定

についてから議案第３６号令和３年度美幌町

病院事業会計予算についてまでの２４件を議

題といたします。 

 順次、提案者から説明を求めます。 

 説明に当たっては、簡潔に要点を得た説明

を願います。また、説明者は着席のままでの

説明を許します。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、新年

度関連議案につきまして御説明を申し上げま

す。 

 なお、ただいま議長から着座しての議案説

明のお許しをいただきましたので、大変失礼

とは存じますが、議案第１３号以降の説明に

つきましては、着座しての説明とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案書の１７０ページになりま

す。 

 議案第１３号美幌町議会議員及び美幌町長

の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の制定について御説明を申し上げます。 

 美幌町議会議員及び美幌町長の選挙におけ

る選挙運動の公費負担に関する条例を次のよ

うに制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により御

説明いたしますので、参考資料の４ページを

お開き願います。 

 資料４、議案第１３号関係。 

 美幌町議会議員及び美幌町長の選挙におけ

る選挙運動の公費負担に関する条例の制定に

ついて。 

 制定目的でありますが、公職選挙法の一部
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が改正され、国や地方公共団体が選挙運動費

用を公費負担する選挙公営制度が導入されま

した。 

 本町におきましても、美幌町議会議員及び

美幌町長の選挙に立候補する際の経済的負担

の軽減、候補者間の選挙運動の機会均等を図

ることを目的に、候補者の選挙運動の費用に

つきまして、その一部を町が負担する公費負

担制度を導入しようとするものでございます。 

 制定内容でございますが、第１条として条

例の趣旨を、第２条から第５条では、選挙運

動用自動車の使用に関して、その取扱いを定

めます。 

 表に示すとおり、個別契約方式の場合、自

動車の借入れに対し、１日１万５,８００円を

上限に、燃料代として１日当たり７,５６０円

を、また、運転手の雇用に対して１日１万２,

５００円を上限に、それぞれ選挙運動期間中

の選挙費用が公費負担されることになります。 

 第６条から第８条では選挙運動用ビラの作

成に関して、第９条から第１１条では選挙運

動用ポスターの作成に関して、それぞれ作成

枚数や作成単価につきまして、表に示すとお

り上限を定めます。 

 なお、選挙費用の全てが公費負担となるの

ではなく、一定の制限が設けられることにな

ります。 

 第１２条は、必要な事項について、選挙管

理委員会が定める旨の委任規定となります。 

 根拠法令は、公職選挙法。 

 施行日は、令和３年４月１日でございます。 

 以上、議案第１３号について御説明いたし

ました。 

 続きまして、議案書にお戻りいただきまし

て、１７４ページをお開き願います。 

 議案第１４号美幌町基金条例の一部を改正

する条例制定について御説明申し上げます。 

 美幌町基金条例の一部を改正する条例を次

のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により御

説明いたしますので、参考資料の５ページを

お開き願います。 

 資料５、議案第１４号関係。 

 美幌町基金条例の一部を改正する条例制定

について。 

 改正目的でありますが、整備を進めてまい

りました美幌町屋内多目的運動場サニーセン

ターが完成し、昨年１１月から供用を開始し

ているところでございます。 

 つきましては、事業費が確定し、施設の整

備に資するために設置された基金の全額を処

分いたしましたので、基金を廃止するため、

条例の一部を改正しようとするものでありま

す。 

 改正内容でございますが、第２条第１４号

に定める屋内多目的運動場整備基金を削除す

るとともに、当該基金の削除に伴い、文言を

整理いたします。 

 根拠法令は、地方自治法。 

 施行日は、令和３年４月１日でございます。 

 なお、参考資料６ページ以降に新旧対照表

を掲載しておりますので、ご参照いただけれ

ばと思います。 

 以上、議案第１４号について御説明いたし

ました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 続きまして、議

案書の１７５ページをお開き願います。 

 議案第１５号美幌町介護保険条例の一部を

改正する条例制定について御説明申し上げま

す。 

 美幌町介護保険条例の一部を改正する条例

を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の８ページをお開

きください。 

 資料６、議案第１５号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でありますが、３年ごとに行う

こととなっている介護保険事業計画の見直し

に伴う介護保険料率を定めるため、条例の一

部を改正するものであります。 

 改正内容でありますが、１点目は、令和３

年度から令和５年度までの３か年に見込まれ
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る介護保険給付費に基づき、必要となる介護

保険料額を算出し、第５段階の標準的な保険

料を改定前の年額５万７,６００円から６万

２,４００円に、こちらを月額にいたしますと

４,８００円から４００円アップの月額５,２

００円に改正するものでございます。 

 介護保険法施行令で定める所得段階区分ご

との介護保険料については、記載のとおりで

あります。 

 ２点目は、所得の少ない第１号被保険者の

保険料について、第１段階から第３段階まで

の保険料を記載のとおり減額賦課とするもの

であります。 

 新旧対照表につきましては９、１０ページ

をご参照願います。 

 根拠法令等は、介護保険法及び介護保険法

施行令で、施行日は令和３年４月１日であり

ます。 

 以上、御説明いたしました。 

 続きまして、議案書の１７７ページをお開

き願います。 

 議案第１６号美幌町指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例制定につ

いて御説明申し上げます。 

 美幌町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を次のように制定しよ

うとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の１１ページをお

開きください。 

 資料７、議案第１６号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でありますが、３年に一度の介

護報酬の改定に合わせて行われる国の基準が

改正されたことにより、条例の一部を改正す

るものであります。 

 改正内容につきましては、当町の実情に国

が定めた基準を上回る内容や異なる内容を定

める特別な事情や特性がないことから、国の

基準と同様の改正をするものでございます。 

 １点目は、質の高いサービスの提供です。 

 質の評価やデータを活用し、質の高いサー

ビスを推進します。 

 ２点目は、高齢者虐待防止の推進です。 

 介護サービス事業者を対象に、虐待の発生、

または、その再発を防止するための委員会の

開催、指針の整備、研修を実施するとともに、

実施するための担当者を定めることが義務づ

けられ、経過措置は３年となります。 

 ３点目は、ハラスメント対策の強化です。 

 全ての介護サービス事業者にハラスメント

対策に関する事業者の責務を踏まえた適切な

対策を求めるものです。 

 ４点目は、業務継続に向けた取組の強化で

す。 

 感染症や災害が発生した場合であっても、

サービスが継続できるよう、全ての介護サー

ビス事業者に業務継続に向けた計画等の策定

が義務づけられ、経過措置は３年となります。 

 ５点目は、会議や多職種連携におけるＩＣ

Ｔの活用です。 

 各種会議等において、感染防止や多職種連

携の促進の観点から、テレビ電話等を活用し

ての実施を認めるものであります。 

 ６点目は、感染症対策の強化です。 

 介護サービスの事業者に、感染症の発生及

び蔓延等に関する取組の徹底を求める観点か

ら、委員会の開催等の実施が義務づけられ、

経過措置は３年間です。 

 ７点目は、運営規程等の掲示に関する見直

しです。 

 運営規程等の重要事項について、事業所に

閲覧可能な形で備え置くことを可能とするも

のです。 

 ８点目、９点目につきましては、現在、当

町にはございませんので、省略をさせていた

だきます。 

 以下、説明につきましては同様とさせてい

ただきます。 

 １０点目ですが、認知症介護基礎研修の受

講の義務づけです。 

 介護サービス事業者に介護に直接関わる職
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員のうち、医療・福祉関係の資格を持たない

無資格者に対して認知症介護基礎研修を受講

させることが義務づけられ、経過措置は３年

となります。 

 １１点目は、地域と連携した災害への対応

の強化です。 

 災害への対応においては、地域との連携が

不可欠であることを踏まえ、避難訓練の実施

に当たって、地域住民の参加が得られるよう、

連携に努めなければならないこととします。 

 １２点目及び次の１３ページの１３点目及

び１４点目につきましては省略をさせていた

だきます。 

 １５点目は、認知症グループホームの夜勤

体制の見直しです。 

 （１）では１ユニットごとの夜勤配置の緩

和、（３）では介護支援専門員である計画作

成担当者の配置の緩和が規定されます。 

 １６点目は、省略させていただきます。 

 １７点目は、外部評価に係る運営推進会議

の活用です。 

 認知症グループホームにおいて、市町村や

地域包括支援センター等が出席する運営推進

会議と既存の外部評価における評価のいずれ

かから第三者による外部評価を受けることと

するものです。 

 １８点目は、省略をさせていただきます。 

 １４ページの１９点目は、栄養ケアマネジ

メントの充実です。 

 各入所者の状態に応じた栄養管理を計画的

に行うことを求めるもので、３年間の経過措

置を設けます。 

 ２０点目は、口腔衛生管理の強化です。 

 口腔衛生管理体制を整備し、各入所者の状

態に応じた口腔衛生の管理を求めるもので、

３年の経過措置を設けます。 

 ２１点目は、個室ユニット型施設の設備、

勤務体制の見直しについての規定です。 

 ２２点目は、利用者への説明、同意等に係

る見直しです。 

 ケアプランや重要事項説明書等に係る利用

者への説明、同意のうち、書面で行うものに

ついて、電磁的記録を認めるものです。 

 ２３点目は、記録の保存に係る見直しです。 

 介護サービス事業者における諸記録の保

存、交付等について、電磁的な記録を認める

ものです。 

 新旧対照表については、１５から４８ペー

ジをご参照願います。 

 根拠法令等は介護保険法で、施行日は令和

３年４月１日でございます。 

 以上、御説明いたしました。 

 続きまして、議案書の１９４ページをお開

き願います。 

 議案第１７号美幌町指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例制

定について御説明申し上げます。 

 美幌町指定地域密着型介護予防サービスの

事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例を次のように制定

しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の４９ページをお

開きください。 

 資料８、議案第１７号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でありますが、３年に一度の介

護報酬の改定に合わせて行われる国の基準が

改正されたことにより、条例の一部を改正す

るものであります。 

 改正内容につきましては、当町の実情に国

が定めた基準を上回る内容や異なる内容を定

める特別な事情や特性がないことから、国の

基準と同様の改正をするものでございます。 

 また、改正内容につきましては、先ほどの

議案第１６号地域密着型サービス事業の基準

等の改正に係る要支援１・２の方が利用する

介護予防サービス事業についての改正であり、

記載のとおり、先ほどと同様の改正内容とな
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ります。 

 新旧対照表につきましては、５２から６６

ページをご参照願います。 

 根拠法令等は介護保険法で、施行日は令和

３年４月１日でございます。 

 以上、御説明いたしました。 

 続きまして、議案書の２０３ページをお開

き願います。 

 議案第１８号美幌町指定介護予防支援等の

事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例制定について御説明申し上げます。 

 美幌町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準等を定める条例の一部を改正する条例を

次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の６７ページをお

開きください。 

 資料９、議案第１８号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でありますが、３年に一度の介

護報酬の改定に合わせて行われる国の基準が

改正されたことにより、条例の一部を改正す

るものであります。 

 改正内容につきましては、当町の実情に国

が定めた基準を上回る内容や異なる内容を定

める特別な事情や特性がないことから、国の

基準と同様の改正をするものでございます。 

 また、改正内容につきましては、先ほどの

議案第１６号地域密着型サービス事業の基準

等の改正とほぼ同様の改正内容となりますが、

こちらは地域密着型サービス以外の指定介護

予防支援等の事業に係るものでございます。 

 新旧対照表につきましては、６９から７２

ページをご参照願います。 

 根拠法令等は介護保険法で、施行日は令和

３年４月１日でございます。 

 以上、御説明いたしました。 

 続きまして、議案書の２０８ページをお開

き願います。 

 議案第１９号美幌町指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例制定について御説

明申し上げます。 

 美幌町指定居宅介護支援等の事業の人員

及び運営に関する基準等を定める条例の一部

を改正する条例を次のように制定しようとす

る。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の７３ページをお

開きください。 

 資料１０、議案第１９号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でありますが、３年に一度の介

護報酬の改定に合わせて行われる国の基準が

改正されたことにより、条例の一部を改正す

るものであります。 

 改正内容につきましては、当町の実情に国

が定めた基準を上回る内容や異なる内容を定

める特別な事情や特性がないことから、国の

基準と同様の改正をするものでございます。 

 また、改正内容につきましては、こちらも

先ほどの議案第１６号地域密着型サービス事

業の基準等の改正とほぼ同様の改正内容とな

りますが、こちらは指定居宅介護支援等の事

業に係るものでございます。 

 先ほどと重複しない新たな項目について御

説明させていただきます。 

 上から二つ目ですが、管理者要件の適用の

猶予についてであります。 

 令和３年４月１日以降、居宅介護支援事業

所管理者となる者は、いずれの事業所であっ

ても、主任介護支援専門員であることとなり

ます。ただし、主任介護支援専門員の確保が

著しく困難であるなど、やむを得ない理由が

ある場合については、管理者を介護支援専門

員とする取扱いを可能とし、６年の経過措置

を設けることとなります。 

 次に、三つ目ですが、質の高いケアマネジ

メントの推進です。 

 ケアマネジメントの公正中立性の確保を図
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る観点から、以下に記載した二つの項目につ

いて、利用者に説明を新たに求めるものです。 

 次に、五つ目ですが、生活援助の訪問回数

の多い利用者への対応です。 

 事務負担に配慮し、区分支給限度基準額の

利用割合が高く、かつ、訪問介護が利用の大

部分を占めるなどのケアプランを作成する居

宅介護支援事業者を事業所単位で抽出すると

いった点検、検証の仕組みを導入するもので

あります。 

 以下につきましては、先ほどと同様の内容

となります。 

 新旧対照表につきましては、７５から８０

ページをご参照願います。 

 根拠法令等は介護保険法で、施行日は令和

３年４月１日でございます。 

 ただし、五つ目の生活援助の訪問回数の多

い利用者への対応につきましては、令和３年

１０月１日の施行となります。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 議案書の２１３

ページをお開き願います。 

 議案第２０号美幌町労働会館条例の一部を

改正する条例制定について御説明申し上げま

す。 

 美幌町労働会館条例の一部を改正する条例

を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の８１ページをお

開き願います。 

 資料１１、議案第２０号関係であります。 

 改正目的でありますが、美幌町労働会館に

つきましては、現在、美幌町地域振興センタ

ーの一部を利用しているところでありますが、

施設の老朽化が著しいことから移転するため、

条例の一部を改正しようとするものでありま

す。 

 改正内容でありますが、位置の改正であり、

改正前、美幌町字栄町４丁目４番地の１を、

改正後、美幌町字西１条南５丁目３番地に改

めようとするものであります。 

 施行日は、令和３年７月１日であります。 

 なお、参考資料の８２ページに改正に係る

新旧対照表を添付しておりますので、ご参照

いただきたいと思います。 

 以上、御説明申し上げました。 

 次に、議案書の２１４ページをお開き願い

ます。 

 議案第２１号美幌町消費生活センター設置

条例の一部を改正する条例制定についてを御

説明申し上げます。 

 美幌町消費生活センター設置条例の一部を

改正する条例を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の８３ページをお

開き願います。 

 資料１２、議案第２１号関係であります。 

 改正目的でありますが、美幌町消費生活セ

ンターにつきましては、現在、美幌町地域振

興センター内に設置されているところであり

ますが、施設の老朽化が著しいことから移転

するため、条例の一部を改正しようとするも

のであります。 

 改正内容でありますが、位置の改正であり、

改正前、美幌町字栄町４丁目４番地の１を、

改正後、美幌町字東３条北２丁目１番地、美

幌町保健福祉総合センター内に改めようとす

るものであります。 

 施行日は、令和３年１０月１日であります。 

 なお、参考資料の８４ページに改正に係る

新旧対照表を添付しておりますので、ご参照

いただきたいと思います。 

 以上、御説明申し上げました。 

 次に、議案書の２１５ページをお開き願い

ます。 

 議案第２２号美幌町地域振興センター条例

を廃止する条例制定についてを御説明申し上

げます。 

 美幌町地域振興センター条例を廃止する条

例を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の８５ページをお
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開き願います。 

 資料１３、議案第２２号関係であります。 

 経過及び制定目的でありますが、美幌町地

域振興センターは、昭和５９年に設置され３

７年が経過し、その間、社会福祉施設として

社会福祉協議会が、児童支援施設として子育

て支援センター等が利用し、現在は美幌町消

費生活センターや労働会館としても利用して

きましたが、施設の老朽化が著しく、同セン

ターや労働会館についても移転に係る調整が

図られたことから、令和３年９月３０日をも

って施設を閉鎖し、美幌町地域振興センター

条例を廃止しようとするものであります。 

 制定内容の要旨は、美幌町地域振興センタ

ー条例を廃止する。 

 関連条例の改正といたしまして、議会の議

決に付すべき重要な公の施設の利用又は廃止

に関する条例の一部を改正するものでありま

して、第２条中第１０号の地域振興センター

を削除するものであります。 

 施行日は、令和３年１０月１日であります。 

 以上、御説明申し上げました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 議案書の２

１６ページをお開き願います。 

 議案第２３号美幌町営住宅管理条例の一部

を改正する条例制定についてを御説明申し上

げます。 

 美幌町営住宅管理条例の一部を改正する条

例を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の８６ページをお

開き願います。 

 資料１４、議案第２３号関係であります。 

 改正目的でありますが、所得税法等の一部

を改正する法律の施行において、寡婦の定義

規定の見直しとひとり親の定義規定が新設さ

れたことに伴い、条例の一部を改正しようと

するものであります。 

 改正の内容でありますが、町営住宅に優先

的に選考して入居させることができる者の範

囲について、根拠とする法令の明文化と所得

税法に規定するひとり親を追加するものであ

ります。 

 施行日は、令和３年４月１日であります。 

 なお、参考資料の８７ページに改正に係る

新旧対照表を添付しておりますので、ご参照

いただきたいと思います。 

 以上、御説明申し上げました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 続きまして、議

案書の２１７ページです。参考資料は８８ペ

ージの資料１５になります。 

 議案第２４号指定管理者の指定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例第６条の規定により、次の

とおり指定管理者の指定を行うものとする。 

 地域集会室の管理運営につきましては、そ

の業務を施設所在の地元自治会に委任してお

りますが、本年３月末日をもって指定期間が

満了となることから、引き続き地元自治会に

対し地域集会室の管理運営を委任しようとす

るものでございます。 

 議案書の２１８ページをお開き願います。 

 施設の名称、指定管理者につきましては、

記載の１６件になります。 

 指定期間につきましては、令和３年４月１

日から令和７年３月３１日までの４年間であ

ります。 

 参考資料の資料１５に指定管理の指定を行

おうとする施設の概要、選定の理由、業務の

範囲、利用料金を掲載しておりますので、ご

参照いただければと思います。 

 以上、議案第２４号について御説明いたし

ました。 

 続きまして、議案書の２１９ページになり

ます。 

 議案第２５号指定管理者の指定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例第６条の規定により、次の
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とおり指定管理者の指定を行うものとする。 

 本議案につきましても、議案第２４号と同

様に、地域集会室として利用する美幌町地域

用水広報館につきまして、本年３月末日をも

って指定期間が満了となることから、引き続

き地元自治会で構成する運営委員会に対し、

管理運営を委任しようとするものでございま

す。 

 施設の名称、美幌町地域用水広報館。 

 指定管理者、美幌町字西２条北２丁目４番

地の２２、美幌町地域用水広報館運営委員会、

会長平田美木男。 

 指定期間につきましては、令和３年４月１

日から令和７年３月３１日までの４年間であ

ります。 

 参考資料の８９ページ、資料１５の下段、

ナンバー１７に施設の概要、選定の理由等に

つきまして記載しておりますので、ご参照い

ただければと思います。 

 以上、議案第２５号について御説明いたし

ました。 

 続きまして、議案書の２２０ページ、参考

資料は９０ページになります。 

 議案第２６号指定管理者の指定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例第６条の規定により、次の

とおり指定管理者の指定を行うものとする。 

 本議案につきましても、地域集会室として

利用する農作業準備休憩施設につきまして、

本年３月末日をもって指定期間が満了となる

ことから、引き続き施設所在の地元自治会に

対し、管理運営を委任しようとするものでご

ざいます。 

 施設の名称、指定管理者、指定期間は記載

のとおりでございます。 

 参考資料の資料１５に施設の概要、選定の

理由等につきまして掲載しておりますので、

ご参照いただければと思います。 

 以上、議案第２６号について御説明を申し

上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） 議案書の２２１

ページをお開きください。 

 議案第２７号指定管理者の指定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例第６条の規定により、次の

とおり指定管理者の指定を行うものとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の９１ページをお

開きください。 

 資料１６、議案第２７号関係。 

 指定管理者の指定についてでございます。 

 初めに、選定の経過について御説明させて

いただきます。 

 今回、美幌町あさひ体育センター及び美幌

町テニスコートの施設につきましては、３年

間の指定管理が本年３月３１日をもって期間

満了となることから、指定手続条例第２条に

基づきまして、昨年１２月８日から１２月２

８日までの２１日間で公募を行ったところで

ございます。 

 その結果、現在、指定管理者となっており

ます特定非営利活動法人美幌町スポーツ協会

の１団体より応募があったところであります。 

 選定に当たりましては、指定管理者選定委

員会を設置しまして、申請内容などを審査し

た結果、美幌町スポーツ協会については、指

定管理者として１５年間の実績があり、施設

の管理運営計画、職員体制、収支計画などに

ついて、選定基準と照らし、施設の管理を行

う団体として適当と認められたことから、満

場一致で選定されたところでございます。 

 資料について説明させていただきます。 

 施設の名称、美幌町あさひ体育センター及

び美幌町テニスコート。 

 施設の所在、美幌町字稲美１３７番地の７。 

 指定管理者、美幌町字西１条南５丁目、特

定非営利活動法人美幌町スポーツ協会、会長

伊藤善啓でございます。 

 施設の概要は、記載のとおりでございます。 

 選定の理由でありますが、美幌町あさひ体

育センター及び美幌町テニスコートは、町民



－ 160 － 

の体育振興と健康増進を図るために設置され

た施設であり、施設の効果を最大限生かした

維持管理及び地域住民の声が反映される管理

を行うことができる美幌町スポーツ協会を選

定したところでございます。 

 指定期間は、令和３年４月１日から令和６

年３月３１日までの３年間でございます。 

 業務の範囲は、記載のとおりでございます。 

 利用料金につきましては、美幌町あさひ体

育センターが９２ページの料金表のとおりと

なっております。また、美幌町テニスコート

につきましては、記載のとおりでございます。 

 根拠条例につきましては、美幌町公の施設

に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

及び美幌町スポーツ施設条例でございます。 

 以上、議案第２７号について御説明を申し

上げました。 

 続きまして、議案書の２２２ページをお開

きください。 

 議案第２８号指定管理者の指定について御

説明を申し上げます。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例第６条の規定により、次の

とおり指定管理者の指定を行うものとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の９３ページをお

開きください。 

 資料１７、議案第２８号関係でございます。 

 選定の経過につきましては、議案第２７号

と同様ですので、省略をさせていただきます。 

 施設の名称は、美幌町Ｂ＆Ｇ海洋センター。 

 施設の所在、美幌町字大通南５丁目８番地。 

 指定管理者、美幌町字西１条南５丁目、特

定非営利活動法人美幌町スポーツ協会、会長

伊藤善啓でございます。 

 選定の理由でありますが、Ｂ＆Ｇ海洋セン

ターは、町民の健全な心身の発達と水泳の振

興を図ることを目的とし、公益財団法人ブル

ーシー・アンド・グリーンランド財団から譲

渡を受けた施設であり、施設の効果を最大限

生かした維持管理及び地域住民の声が反映さ

れる管理を行うことができる美幌町スポーツ

協会を選定いたしました。 

 指定期間は、令和３年４月１日から令和６

年３月３１日までの３年間でございます。 

 業務の範囲は、記載のとおりでございます。 

 利用料金につきましては、９４ページの料

金表のとおりでございます。 

 根拠条例につきましては、美幌町公の施設

に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

及び美幌町スポーツ施設条例でございます。 

 以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩をします。 

 再開は、１５時２０分といたします。 

午後 ３時１５分 休憩 

─────────────────── 

午後 ３時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の２２３

ページになります。 

 議案第２９号令和３年度美幌町一般会計予

算について御説明を申し上げます。 

 別冊にて配付してございます令和３年度各

会計予算書を御覧願います。 

 ５ページになります。 

 令和３年度美幌町一般会計予算。 

 令和３年度美幌町の一般会計の予算は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出

それぞれ１１１億５,４０３万８,０００円と

定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書によ

り御説明いたします。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定によ

り債務を負担する行為をすることができる事

項、期間及び限度額は、第２表の債務負担行

為で御説明を申し上げます。 

 地方債。 
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 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規

定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の

方法は、第３表の地方債で御説明を申し上げ

ます。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２５億円と定めるものでございます。 

 それでは、債務負担行為から御説明いたし

ますので、予算書の１１ページをお開き願い

ます。 

 第２表、債務負担行為でございます。 

 債務負担行為は、数年度に及んで債務を負

担する契約を締結するなど、将来にわたって

財政負担を設定するもので、令和３年度以降

における支払いについて、その期間、限度額

を定めようとするものであります。 

 １段目の役場庁舎防犯システム借上料につ

きましては、新庁舎に設置する防犯カメラ等

の機器類に係る借上料で、期間は令和３年度

から令和１３年度まで、限度額は２８７万８,

０００円であります。 

 ２段目の役場庁舎出入及び出退勤管理シス

テム借上料につきましては、新庁舎における

電算室や書庫等の防犯管理、職員の出退勤管

理に係る機器類の借上料で、期間は令和３年

度から令和１３年度まで、限度額は３３５万

８,０００円であります。 

 ３段目の省エネルギー建築物実証業務委託

料は、環境省の補助を受けて建設した役場新

庁舎につきまして、省エネ効果のデータを分

析し、報告書を作成するための業務を委託す

るもので、期間は令和３年度から５年度まで、

限度額は７２万１,０００円であります。 

 ４段目の多目的バス購入費につきましては、

平成２年に購入した多目的バスの老朽化に伴

う更新で、期間は令和３年度から４年度まで、

限度額は２,４９５万９,０００円であります。 

 次に、地方債について御説明いたしますの

で、１２ページをお開き願います。 

 第３表、地方債。 

 地方債につきましては、事業の実施に要す

る財源の一部を地方債に求めるものでござい

ます。 

 １段目の緊急防災・減災事業について、限

度額は４,２２０万円です。 

 この事業は、防災行政無線のデジタル化更

新工事のほか、役場新庁舎の北側に防災資機

材備蓄倉庫を建設するための実施設計委託な

どの財源を地方債に求めるものであります。 

 起債の名称は、緊急防災・減災事業債、充

当率は１００％、元利償還金の７０％は交付

税で措置されます。 

 ２段目の役場庁舎改築等事業について、限

度額は１億６,８３０万円です。 

 この事業は、役場新庁舎の公用車車庫等の

建設工事及び駐車場整備工事、工事監理業務

委託の財源を地方債に求めるものであります。 

 起債の名称は、公共施設等適正管理推進事

業債、充当率は９０％、うち７５％に対して

元利償還金の３０％が普通交付税で措置され

ます。 

 次に、医療従事者就業支援等補助事業につ

いて、限度額は１,０００万円の計上でありま

す。 

 この事業は、医療従事者の確保を目的とし

た事業で、一定の要件を満たす方に住宅準備

及び就業支援に係る補助金を交付するもの

で、その財源を地方債に求めます。 

 起債の名称は、過疎債ソフト、充当率は１

００％、元利償還金の７０％が普通交付税で

措置されます。 

 次に、水道施設等耐震化事業について、限

度額は５,５４０万円です。 

 この事業は、耐震不足が明らかになった水

道施設の耐震補強を行うもので、国の生活基

盤施設耐震化等交付金を活用し、水道事業会

計において、日並浄水場耐震補強工事、基幹

管路送水管更新工事を実施いたします。 

 補助残の４分の１を一般会計からの出資金

で措置するもので、起債の名称は、一般会計

出資債、充当率は１００％、元利償還金の５

０％が普通交付税で措置されます。 
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 次に、農業生産基盤整備事業について、限

度額は２,３９０万円であります。 

 この事業は、道営土地改良事業の地元負担

分の財源を地方債に求めるもので、過疎債ソ

フトの申請を予定しております。 

 その下の団体営土地改良事業について、限

度額は８４０万円になります。 

 この事業は、基幹水利施設管理経費におけ

る地元負担分の財源を地方債に求めるもの

で、起債の名称は、過疎債ハードの申請を予

定しております。充当率は１００％、元利償

還金の７０％が普通交付税で措置されます。 

 次に、木質ペレットストーブ購入促進事業

について、限度額は２００万円です。 

 この事業は、木質ペレットストーブを購入

する方に対し、４０万円を上限に購入費用の

３分の２を補助するもので、過疎債ソフトの

申請を予定しております。 

 次に、起業家支援事業について、限度額は

８００万円であります。 

 この事業は、町内で起業される方に対し、

起業に必要な経費を補助することにより、雇

用の創出と地域経済の活性化を図ろうとする

もので、過疎債ソフトの申請を予定しており

ます。 

 次に、町道整備事業について、限度額は２

億３０万円になります。 

 この事業は、国庫補助事業として実施する

稲美橋補修実施設計委託、東雲橋補修工事及

び第２６２号道路改良工事の補助残と、町単

独事業として実施する町道５路線の道路整

備、町道２路線の歩道整備につきまして、そ

の財源を地方債に求めます。 

 起債は、過疎債のハード、ソフトの申請を

予定しております。 

 一番下の除雪ロータリー整備事業について

は、限度額２,７１０万円となります。 

 この事業は、平成４年に購入した除雪ロー

タリー１台の更新で、その財源を地方債に求

めます。過疎債ハードの申請を予定しており

ます。 

 続いて、１３ページになります。 

 １段目の除雪ショベル整備事業について、

限度額は１,７００万円です。 

 この事業は、平成８年に購入した除雪ショ

ベル１台の更新で、その財源を地方債に求め

るものです。 

 過疎債ハードの申請を予定しております。 

 ２段目の住宅リフォーム促進補助事業につ

いて、限度額は３,２６０万円です。 

 この事業は、５０万円以上の住宅リフォー

ム工事を対象に、工事費の２０％を補助する

もので、新年度は９０件の申請を見込み、過

疎債ソフトの申請を予定しております。 

 最後に、臨時財政対策債、限度額は３億７,

１３３万４,０００円になります。 

 臨時財政対策債は、地方交付税の不足分の

一部を地方債へ振り替える制度で、充当率は

１００％、元利償還金の全額が普通交付税で

措置されます。 

 以上のとおり、令和３年度に借入れする地

方債の総額は９億６,６５３万４,０００円を

見込んでございます。 

 次に、歳出から御説明いたしますので、８

０ページ、８１ページをお開き願います。 

 ３、歳出になります。 

 １款議会費、予算額は８,１４３万１,００

０円であります。 

 １項、１目議会費、１、議会運営事務８,１

４３万１,０００円につきましては、議会議員

の活動と議会事務局の運営に係る経費につい

て予算計上しています。 

 次に、８２、８３ページになります。 

 ２款総務費、予算額は９億５,２０９万４,

０００円です。 

 役場庁舎建築工事の完了に伴い、前年度か

ら２３億円余りの大幅な減となります。 

 １項、１目一般管理費、下段の３、秘書渉

外事務について、次の８４、８５ページにな

ります。 

 一番上の補助金、美幌自衛隊女性協力会５

０周年記念事業補助金は、創立５０周年を迎

える美幌自衛隊女性協力会が作成する記念誌

に対し、その経費の２分の１を補助いたしま
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す。 

 下段の２目広報広聴費、１、広報事業につ

きましては、８６、８７ページをお開き願い

ます。 

 上から６行目、業務等委託料、インタビュ

ーボード作成委託料になります。 

 １５万４,０００円の計上でありますが、こ

ちらにつきましては、町の情報を発信する際

のバックパネルを作成する経費になります。

縦横２メートルのロールスクリーンの自立型

とし、持ち運び可能な仕様とする予定であり

ます。 

 中段の３目財政・会計管理費、２、会計管

理事業、負担金、指定金融機関窓口職員派遣

費用負担金２００万円につきましては、公金

の収納及び支払いの事務を行う指定金融機関

に対し、役場庁舎内に開設されている派出所

の職員派遣費用に対する一部負担になりま

す。 

 次に、４目財産管理費、１、庁舎管理事業

につきましては、次のページをお開き願いま

す。 

 上から７行目、庁舎等清掃業務委託料１,３

２１万８,０００円は、役場新庁舎の共用部分

について、清掃業務を委託するための費用と

なります。 

 その下のエレベーター保守点検、冷暖房換

気設備保守点検、非常用発電機定期点検、建

築物環境衛生管理、以上の業務につきまして

は、役場新庁舎の供用開始に伴い必要となる

委託経費について予算計上しております。 

 ３行下の機械等借上料６３万円につきまし

ては、先ほど債務負担行為で御説明いたしま

した役場庁舎防犯システム及び役場庁舎出

入、出退勤管理システムの借上料となります。 

 次に、２、庁舎改築等事業の２行目、修繕

料５３万２,０００円は、光回線の接続に要す

る切替え経費となります。 

 次に、業務等委託料の４行目、省エネルギ

ー建築物実証業務委託料３６万１,０００円

は、環境省の補助要件である省エネ効果のデ

ータ分析等に関する業務を委託するものでご

ざいます。 

 その３行下、新庁舎紹介映像作製業務委託

料１８万円は、環境配慮型庁舎を広く紹介す

るための費用になります。ＺＥＢ認証を取得

した庁舎の機能や設備を紹介する動画を製作

し、ホームページに登載する予定でございま

す。 

 その下の役場旧庁舎備品整理業務委託料２

２０万円は、旧庁舎に残る備品を廃棄処分す

るための業務を委託するもので、再利用でき

ない机や椅子などの備品は、鉄くずとして処

分する予定となってございます。 

 工事請負費につきましては、後ほど、参考

資料により、副町長から御説明を申し上げま

す。 

 機械器具３００万円の予算計上につきまし

ては、庁舎案内用のデジタルサイネージを購

入するための予算計上で、その財源には、新

庁舎建設に際していただいた御寄附を充てる

予定でございます。 

 下段の３、町有財産管理事業につきまして

は、次のページをお開き願います。 

 上から８行目の車両４７４万４,０００円の

計上でございます。 

 公用車の年次的な更新を行おうとするもの

で、３年度につきましては、ワゴン車１台、

軽トラック１台、乗用車１台の更新を予定し

てございます。 

 次に中段の５目企画費、１、政策推進事業

につきましては、ふるさと寄附金に係る募集

受付業務委託料や積立金など、５,９９０万円

を予算計上いたします。 

 中ほどの広告料２５３万円でありますが、

内訳といたしまして、ふるさと寄附金、地域

おこし協力隊の求人募集、移住雑誌への広告

料になってございます。 

 次に、業務等委託料の２行目、町民満足度

調査ＷＥＢ回答システム構築業務委託料３７

万４,０００円につきましては、総合計画、中

期計画の基礎データを収集するため、町民ア

ンケート調査を予定しておりますが、回答者

の負担軽減と集計作業の効率化を図るため、
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ウェブ方式により調査を行うためのシステム

構築となります。 

 ５行下の移住特設サイト作成業務委託料２

２０万円と、その下の移住特設サイト保守管

理委託料３３万円につきましては、令和２年

度の補正予算でお認めいただいた特設サイト

に係る予算計上となります。 

 ４月から運用開始を予定しております移住

特設サイトにおいて、食を通じた美幌町の魅

力発信をテーマにプロモーションイベントを

開催し、特設サイトの特集ページで紹介する

予定でございます。 

 次に、９２、９３ページをお開き願います。 

 上から８行目、補助金の２行目、空き家等

除却費補助金５００万円につきましては、空

き家の除却と新築住宅の建築を促進するた

め、新たに補助制度を創設いたします。 

 除却のみの場合は、除却費の２分の１、５

０万円を上限に、また、住宅を新築する際の

除却には、除却費の５分の４、１００万円を

上限に補助金を交付するもので、合わせて９

棟分の申請を見込んでの予算計上になりま

す。 

 下段の６目辺地対策費、１、生活バス路線

等維持事業につきましては、次のページにな

ります。 

 上から２行目の業務等委託料、多目的バス

運行委託料９９４万２,０００円の計上であり

ますが、令和３年度から契約内容、委託料の

積算方法を見直しいたします。 

 これまでは、１キロメートル当たりの運行

単価を設定し、運行の実績により委託料を支

払っておりましたが、コロナ禍により運行実

績が大きく減少し、車両を維持するための事

業者負担が課題となってございます。 

 このため、人件費や車検などの固定経費と

燃料費などの運行経費に区分して契約するこ

とにより、運行実績がない場合も固定経費が

支払われる方式へと変更いたします。 

 次に、補助金の２行目、石北本線利用促進

事業補助金３０万円につきましては、ＪＲの

利用促進と地域の活性化を図るため、町が独

自に実施する事業でございます。 

 町内のイベントにＪＲを利用して参加され

る方を対象に、イベント会場で使用できる利

用券１人１,０００円分を配布いたします。 

 次に、７目交通安全費、１、交通安全対策

推進事業、このうち補助金の３行目、美幌交

通安全母の会４０周年記念事業補助金につき

ましては、創立４０周年を迎える美幌交通安

全母の会が作成する記念誌に対し、その経費

の２分の１を補助するものでございます。 

 下段の８目住民活動推進費、１、住民活動

推進事業、このうちの修繕料１,９８６万９,

０００円につきましては、地域集会室のＬＥ

Ｄ化、報徳地区農作業準備休憩施設の屋根塗

装などの経費について予算計上してございま

す。 

 次に、９６、９７ページになります。 

 一番上の施設維持管理等委託料、集会室維

持管理委託料４０２万５,０００円につきまし

ては、算定方法の見直しによる増額となりま

す。 

 地域集会室２１の施設を地元自治会に指定

管理いただいておりますが、会員の減少によ

り、集会室の管理運営に支障を来しているこ

とから、草刈りや除雪等の経費を増額いたし

ます。 

 次に、負担金、２行目の手作り出店実行委

員会負担金２８０万円につきましては、美幌

ふるさとまつりが、今年、第３０回の記念と

なりますので、１００万円を増額しての予算

計上となります。 

 次に、補助金の６行目、自治会等創立記念

事業補助金４０万円の計上につきましては、

美幌町自治会連合会が、今年、創立５０周年

を迎えることから、記念事業に対する補助金

になります。 

 次に、９８、９９ページをお開き願います。 

 中段から下、１１目諸費、１、防災対策事

業、このうち、光熱水費１１万９,０００円と

その下の通信運搬費１５９万８,０００円につ

きましては、防災行政無線のデジタル化に伴

う運用経費になります。 
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 光熱水費は、登栄の基地局、上美幌、豊岡、

古梅の自動中継局の電気料になります。 

 通信運搬費は、ＮＴＴ回線の使用料になり

ます。 

 続いて、１００、１０１ページをお開き願

います。 

 ３行目の実施設計等委託料３８８万３,０

００円につきましては、役場新庁舎の防災機

能を高めるため、庁舎北側の町有地に整備す

る防災資機材備蓄倉庫の実施設計委託料にな

ります。 

 財源には緊急防災・減災事業債を充て、令

和３年度に実施設計、４年度に建設を行う計

画でございます。 

 次に、工事請負費の３行目、非常用発電機

移設工事１２１万円につきましては、役場現

庁舎で使用しております非常用発電機を指定

避難所となる旭小学校に移設するための費用

となります。 

 次に、１０２、１０３ページをお開き願い

ます。 

 ２項徴税費、１目税務徴税費、中段の２、

町税等収納事務の業務等委託料の６行目、懸

垂幕作製業務委託料１０万５,０００円につ

きましては、役場新庁舎に掲示する納税啓発

用の懸垂幕を作製するための経費になります。 

 続いて、１０４、１０５ページになります。 

 ４項、１目選挙管理委員会費、１、選挙管

理委員会事務につきましては、選挙管理委員

会の運営に要する経費を予算計上しておりま

す。 

 下段の２目衆議院議員選挙費、１、衆議院

議員選挙事務につきましては、１０月２１日

に任期満了を迎える衆議院議員の選挙に要す

る経費になります。 

 次に、１０６、１０７ページになります。 

 下段の６項、１目監査委員費、１、監査事

務につきましては、監査委員の活動に要する

経費を予算計上いたします。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと思

いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日は、これで延会すること

に決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延会

いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後 ３時４７分 延会   
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